時 正しい 使い 廊 
〇 Z ノ 3-B750O 型 
アノ | 1 電子 速度 制御 


この 正しい 使い 方 に は 無料 て 講習 が 受け られ る 整理 券 が つい て お り ま す 


ジグ ザ グ ミ シン 講習 整理 券 に つい て 


この 正しい 使い 方 ? に は 講習 整理 券 が 2 枚 つ いて お り ま す 。 お 届け し た 店 
金 お 買い上げ 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 が 南 任 を も っ て 使い 方 を ご 説明 申し 上 げ ま す の で 、 ご 利用 下さ きい 。 
グー の ジグ ポル プア ックス の すず 計ら し 


了 講習 整理 券 は 受講 きれ た 場合 の 整理 に 使い ます の で 、 ご 署名 、 ご 擦 印 の 上 
い 性 能 と その 正しい 使い 方 を ご 理解 いた 


1 枚 づ つつ 切り取 っ て お 渡し 下さ い 。 


だ くだ た め に 、 ま ず こ の 正しい 使い 方 」 な お 講習 を お 和 受け に な る 際 に は 、 付 属 の サー ビス セッ ト を お 忘れ な く ご 用 
を ご らん 下さ いま す よ うお 願い 申し 上 げ 意 下 さい 。 こ の セッ ト を 使っ て 下記 の 講習 基準 に 基き 、 ジ グ ザ グミ シン の 
ます 。 使い 方 か ら 基 礎 的 な 縫い 方 の 一 通り を 覚え て いた だ け ま す 。 


この 「 正 し い 使 いむ 方 」 は 、 ミ シン の 使い 


い ジグ ザ グ ミ シン 講習 整理 券 に よる 講習 基準 
方 を 中 心 に まとめ られ て いま す 。 縫い 方 


に つい て は 基礎 的 な 項目 に と ど ま っ て い この 講習 基準 は 出張 講習 、 教 室 で の 講習 と も 2 回 (1 回 当り 2 時 間 程度 ) を 
ます が 、 コ ン パ ペル デラ ックス は まだ まだ 挙 準 と し て お り ま す 。 
いろ いろ な 縫い 方 が 楽し め ま す 。 ブ プラザ “ 
ー の ミシン 用 出版 物 「 ホ ー ム ソー イ 」、 し | 「 NN | (no ッ ト の 内 容 と 使い 方 
「 プラ ザー ミシン 刺し ゅ う 全 集 」 (別売 IT コー し _ ] の フク 「 
り ) に 詳し く 記 載 し て あり ます の で 、 こ 2 | シアン ミシン の なの 
あん に な りお 手元 の き シン を ラル た 0 リッ 
こ ご 活 用 下 き い 。 2 ④ 縫 い 方 
〈 ご 注意 > この ミシン (ZZ3 一 B750 型 ) に は 、 別 売 0 の パク クイ 0 
り の 自動 ネー ム 刺しゅう 器 * ワ ンダ ー サ On 。 | ミシン の 手入れ と 注油 の し ヵ 


ジグ ぁゃ っ (まつ 使 用 に な れ ま せん 。 
③ お 旋 い 
講習 券 に は 有効 期間 が 印刷 し て あり ます の で 、 一 度 お た し か め の 上 期限 切れ に な ら な いよ う 
早 目 に ご 利用 下さ きい 。 


人 


電 主 な 名 称 と は た らき ドー ド ーー ドー ドーーー…ー 1 
1 電源 スイ ッ チ ボタ ン ( ラ ンプ スイ ンチ 根 用 ) 2 を チェ ー ン ステッ ンチ の 系 調子 …… ド ーー 23 
る JR ド 2WE っ ey ダル ジョ ボタ グン oe 2 トド 25 
5 の 1 の 3 ズリ ニー デア ーッ ス の 利用 の し かう に も or 27 
63 の LvMNNKR2XRANOHSa4eS434 ne 5 塊 い ろ い ろ な 縫い 方 則 …ー ド ーーーーーーーーーーー・ 28 
ジグ ザク グ 地 主人 節 グ ルキ こ る 0 As 5 生生 RAN 260 Atue pestts 28 
07 が 2 eS ナウ EPS スパ Fi 5 お (内 9 の MPAeeSNS 00400.23s ps 30 
林 様 へ ii 5 6) 絢 RANDOM SAGE ES 32 


押え 調節 レバ ー PF 7 ポタ シシ バカ が ガリ Si 34 


* 電 使 用 前 の 準備 * 串 eS な ea の か や St ある es 11 沙 し ミシン ドド ドド ドド ドド トト トッ スト レット ーー 43 
* 索 運転 の し か た 呆 … バ ーー ドー 12 ビ ピン タッ クー ドー ドー ドー ドド ドド ト トト < レット トト レト レト ッッ ーッ ーー ト ・ 44 


ドド 2 仙人 全 SAEaSSaeoeieeesGEnSty 14 2 の SS うた ( 半 Asa2NAAo20000ays 48 

. 布地 ・ ミ シン 系 ・ ミ シン 針 の 0 た の が 02422 49 
関係 と ミシン の 合わ せ 方 ………… 17 の 3 の 生 eeEne2202020 有 et 50 

本人 生 MLS AORBSUS 18 吸 | 導 で 1RRAISNSSS22SGSAOaSSSSGSGED 51 

大 こん 方 場合 人 は ii 19 坦 楽 し い 実 用 作品 …… ト ドー( ド ドド ーー 52 

( 電 計 KS の 楽 開 年 21 旨 ミシン の 手入れ と 注油 唱 …… ド ーーーーーーー 54 

の の 生生 LN の ADS SRONDRYRP32222223282Ge 22 ZAPANHN2NMDd340 eeaoae 54 

( 仙 ジグザグ 縫 い の 糸 調子 ……ー…ーーー……… 22 0 間 MNAate EANSERSP32 Sa 54 


2 二 本 針 縫い を する 場合 … 〇 ゆ 〇 ーーー…… 22 * 旨 簡単 な 調整 手入れ 唱 … ド ーーーーーーーーー…ー 57 
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( 
| 
| の の 必 全 10 040229NG2022022SRASAS SO 42 


me で 


* を 使 い の 0900262N220eADSA8 13 た 2000R00 Nso0M2hoS902RRSSAEekeas 45 
時に 示 の 折り | 且 の 202 NM か hh2257SRSss 46 
沈下 の 引き ド ば MOSS 14 2 の 2 さや 47 
ロフ 
信 

8 


旨 主 な 名 称 と は た らき 史 


9999999999996099696999999995999999999996999999999699999999998998969606999999999%999$ 


フリ ー ア ー ム と し て 使用 
する 場合 (27 ペ ー ジ 参照 ) 


押え ホル ダー 


針 止 め ね じ 
針 


ドロ ッ プ フィ ー ド 
切り 換え て こ 
(7 ペー ジ 参 照 ) 


ボタ ン 穴 か が り 調 節 ダ イヤ ル 


模様 表示 窓 
(5 ペー ジ 参 照 ) 


ダイ ヤル テン ショ ン 
( 21 ペー ジ 参照 ) 


押え 調節 レバ ー 
(7 ペー ジ 参 照 ) 


し つけ 縫い レバ ー 
(25 ペ ー ジ 委 照 ) 
し つけ 縫い を する と 
き は 面板 を 開き 、 し 
つけ 縫い レバ ー を 起 
こし て 操作 し て 下さ 

調節 ダイ ヤル 


MS 
Se い (5 ペー ジ 参 照 ) 


補助 テー ブル 
(27 ペ ー ジ 参照 ) 


電源 スイ ッ チ ボタ ン 
(ラン プス イッ チ 兼 用 ) 
( 2 ペー ジ 参 照 ) 


スピ ー ド コン トロ ー ル プッ シュ ボタ ン 
(2 ペー ジ 参 照 ) 


電源 スイ ッ チ ボタ ン ( ラ ンプ スイ ッ チ 華 用 )・ ス ピー ドコ ント ロー ルプ ッシュ ボタ ン 


電源 スイ ッ チ ボタ ン 
(ラン プス イッ チ 兼 用 ) 
スピ ビード コン トロ ー ル ブッ シュ ボタ ン 


電源 スイ ッ チ ボタ ン ( ラ ンプ スイ ッ チ 兼用 ) 電源 スイ ッ チ ボタ ン を OFF に する と き は 、 
下がっ て いる スイ ッ チ ボタ ン を 押し ます 


間近 の ON OFEE の ポ ク ン て 、 ラン レン フツ が つい て で の い の 及 (だ ポタ タ 
が 下がっ た 状態 ) 電源 が 入っ て お り 、 消 えて いれ ば (ボタン が 上 
が っ た 状態 ) 電源 が 切れ て お り ま す 。 


は ずみ 車 


宰 様 選択 3 2 


谷 ス ピー ドコ ント ロー ルプ ッシュ ボタ ン 

窒 ミ シン の 速度 を 低速 ・ 中 速 ・ 高 速 の 3 段階 に 切り 換え る ボタ ン 
す 。 お 好み の 速度 を 選ん で 押し て 下さ い 。 

誤 建 っ て いる 途中 で も 、 ボ タン を 押し 換え れ ば 速度 の 切り 換え が 
きま す 。 

(注意 ) 1 スピ ー ド コン トロ ーー ルプ ッシュ ボタ ン が 全部 上 っ た まま 、 


スピ ー ド コン トロ ー ル プッ シュ ボタ ン を 切り 換え る 
と き は 、 上 が て いる スピ ー ド ボタ ン を 押し ます . 


| 


(9 


コン トロ ー ル レバ ー( 又 は ひざ 当て レバ ベー ) を 操作 し ます 
と ミシン が 動き ます が 、 こ れ は 故障 で は あり ませ ん 。 
2 スズ スピー ドコ シト ロー ル ピ ッ ジュ ボタ ン は 、 い つも どれ か 


・ つ 下げ て お いて 下さ きい 。 


計 呈 ク = 


コン ト ロー ルレ バー 


支 こ の レバ ー は 、 ミ シン の 始動 ・ 停 止 ・ 
際 ミ シン の 始動 (ON)・ 停 止 (OFF) 


止め 縫い ・ 返 し 縫い の 4 つの 操作 が 兼用 に 


立 お 好み の 速度 を 選び 、 ス ピー ドコ ント ロー ルプ ッシュ ボタ ン を 押し て お きま す 。 
次 の よう に 操作 し て 下さ きい 。 


交 ミ シン の 始動 ・ 停 止 は 、 


ミシン を 始動 する と き は 


PR ローン クッ ペー を 下押し ます ミシン は 動き が 
め ま す .(ON の 仁 置 


は 、 カ ナッ と 音 が し て レバ ー が 止ま る 位置 で す 。)( 図 傘 、@ ) 


ひさ ざさ で も ミシン の 始動 ・ 停 止 が で きる よう に ・ 
な っ つて いま す 。 


衣 付 性 の ひ ぎ 当て レバ ー を 図 の よう 


に ひざ 当て レバ バー 用 穴 に 差し 込み 、 
ひび ざさ で 始動 ・ 信 止 


KS まる 
交 始 動 ・ 佑 止 は 、 
Ao で ks ます 。 


交 万 の 繰 り 返 し に 


ひさ 当て レバ パー 


な が っ て いま す 。 


2 . 停止 する と き は 、 レ バー を 上 に 押し 上 げ て 下さ い 。(OFF の 位置 ) 
り ま す 。( 較 9、⑥⑬) 


Ye この ミン シン ン は 


ミシン は 止ま 


キテ ここ で この 


な っ て いま す 。 
CDS シン を 始動 きせ た 場合 、 と 


速度 で も ゆっ くり スタ ー ト し ます 。 こ れ は 


、 レノ ドーー 
を 押し て か ら 布 に 手 を そえ る 余裕 が 持た せ て ある た めで す 。 


注 意 
祥 コ ント ロー ルレ バー が 始動 位置 (ON ) の と き は 、 電 源 を 入れ て も 


ミシン は 回 わ 
アリ イー ルレ イー を 條 下村 (0 万 うに し て か あら あま 
は だ 始動 する よう に し て 下さ い 。 


り ま せん 。 


商 上 止め 縫い 


衣 一 般 的 に 裁縫 の 縫い 始め と 縫い 終り に は 止め 縫い が 必要 で す 。 止め 縫い を する 場合 は 、 コ ント ロー ルレ バー を 次 の よう に 操作 し て 下さ い 。 


縫い 始め の 正 め 縫い 


志和 トロ ー ル レバ ー の 切り 換え ボタ 2 . レバ ー を 表示 の ( と コ ) まで いっ ぱい に 押し 下げ 必要 な 長き だ け 縫 い 終 る まで 、 85 。 縫い 終っ た ら 手 を 離せ ば 、 NH 
ン を 矢印 方 向 ( 査 ) に 動か し ます 。 その 化 置 で 止め ます 。 ( 図 @、@⑨) 自動 的 に ON の 位置 に も どり ます 
( 図 秋 ) ( 図 琴 ) 

縫い 終り の 正 め 経 い 


次 裁縫 を や りや すく する た め 、 止 め 縫い 
で は 速度 が 遅く し て あり ます 。 


そう は 交 止 め 縫 いむ は 、 ジ グ ザ グ 縫 い 、 模 様 縫い 
な ど を し て いて も レバ ー を ( 寺 ) に 
合わ せる だ け て で 直線 の 後進 縫い で 縫い 
目 長 き が 細か く で きま す 。 

まだ た 、 コ ント ロー ルレ バー を も ど せ ば 、 
始め に 選ん だ 模様 縫い が で きま す 。 


4 . レバ ー を 表示 の ( 寺 を) まで いっ ぱい に 押し 上 げ 必 要 な 長き だ け 縫 い 終 る まで 、 5. 縫い 終っ た ら 手 を 離せ ば レバ ー は 自 
その 位置 で 止め ます 。 ( 図 @、⑥) 動 的 に OF の 位置 に な り 、 縫 い 終 
り の 止め 縫い が 終り 、 ミ シン も 止ま 

り ま す 。( 図 め ) 


六 返 し 縫い 
補 返 し 縫い は 、 次 の よう に 操作 し て 下さ い 


裁 縫 を や りや すく する た め 、 返 
し 縫い で は 速度 が 遅く し て あり 
切り 換え ボタ ン ュ バ 人 
返 し 縫い は 、 ジ グ ザ グ 縫 い 、 模 
様 縫い な ど を し て いて も 、 レバ 
ー を ( 和合 ) に 合わ せる だ け て で 直 
線 の 後進 縫い で 返し 縫い が で き 
ま : す る 
まだ た 、 コ ント ロー ルレ バー を も 


ど せ ば 、 始 め に 選ん だ 模様 縫い 


1. コン トロ ー ル レバ ー の 切り 換え ボタ 2 . レバ ー を 表示 ( ば 」 ) ま で 一杯 に 押 3 . 縫い 終っ た ら レ バー を 手 で (OFF ) が で きま す 。 
ン を 矢印 方 向 ( 4) に 動か し ます 。 し 下げ 、 必 要 な 長き だ け 縫 い 終 る ま の 917 置 ま 人 で トト 上 ぴ 米 ま 、 き シル 
( 図 欠 ) で その 化 置 で 止め ます 。( 図 夫 ) 止ま り ま す 。( 図 電 ) 


友 こ れ ら は それ ぞ れ 関連 し た 操作 に を な っ て いま す 。 軸 模 様 表 示 窓 日 呈 夫 模 様 選択 ダイ ヤル 
仙 送 り 調節 ダイ ヤル 補 こ の ダイ ヤル を 回 わす だ け で て 好み の 模様 が 選べ 、 
穴 ダ イヤ ル を 左 に 回 わせ ば 、 縫 い 目 の 長き は こ 同時 に 選ん だ 模様 に 最適 な ジグ ク ザ グ の 振り 幅 、 

ま か く な り ま す 。 縫い 目 の 長 さき が 次 ペー ジ 表 の 自動 選択 の と き の 
立 ダ イヤ ル を 右 に 回 せ ば 、 縫 い 目 の 長き は あら 上 提 失 【 よう に 自動 的 に 決ま り ま す 。 

く な り ま す 。 提 補 自 動 的 に 選ん だ ジグ ザ グ の 振り 幅 、 縫 い 目 の 長 
術 ジ グ ザ グ 幅 調節 ダイ ヤル SN 2 さき 以外 で 使用 し た いと き は 、 ジ グ ザ グ 幅 調節 ダ 
竣 ダ イヤ ル を 左 に 回 わせ ば 、 ジ グ ザ グ の 振り 幅 は / W) [ 上 ィ イヤ ル 、 送 り 調 節 グ イヤ ル て 次 表 の 手動 選択 の 

せま く な り ま す 。 | | 鍋 と き の 範 囲 内 で 自由 に 調節 が で きま す 

oo 衣 還 や し り 
誤 ダ イヤ ル を 右 に 回 わせ ば 、 ジ グ ザ グ の 振り 幅 は 2 が 6 4 

ん この レ を * こ 合 だ た 場合 は 、 針 究 

広く を な り ま す ティー と ン 婦 イコ ピク 1 日 ( わせ た 場 82 

も 同時 に 切り 換わる よう に な っ て いま す 。 

※ 縫 い 目 の 長き と ジグ ザ グ の 振り 幅 は 、 模 様 に 応じ て ング 
調節 範 囲 が 限定 され て いま す 。 ジグ ザ グ の 隊 
振り 幅 縫い 目 の 長 さ 模様 選択 
ダイ ヤル 


ジグ ザ グ 振 り 幅 と 縫い 目 長 さ の 自動 及び 手動 選択 表 @d 


IIIIJIII ロ 


IL |O> 


Eee 


ジグ ザ グ の 振り 幅 
4 


0 j 
S 
4 


ぶ 


3 
目 0 還 
動 了 針 落 ち 中 央 
田 【 ヾ 
選 「0」 で 針 落 
所 し (ダイ ヤル 表示 ) あ 結 索 で す 
縫い 目 の 長 さ 

の 関係 な し 
と ( 下 少 多 究 
き か が か \ リ 調節 2.5 1.5 

レン 人 の 

合わ せる ) 

調節 は で き 
手 \ 開 
動 (A・C) |[ 針 落ち 左 針 落 ち 中 央 
選 ] ルン 0 ダイ ヤル は 動き ます が 、 針 落ち は ! 
所 (ダイ ヤル 調節 可能 範囲 ) 変り ませ ん 
縫い 目 の 長 さ 

の 関係 な し 
と (ボタ ン 究 
き か が リ り 調節 ドー 4 0 一 4 ドー 4 2 一 4 0 一 2.5 


支 上 記 鞭 囲 内 で 自由 に 調節 で きま す が 、 そ 
れ ぞ れ の 縫い 方 に つい て は 下記 の 項 を 参 
照 の 上 、 調 節 し て 下さ きい 。 


広 上 記 範 囲 内 で 自由 に 調節 で きま す が 、 そ ー 
れ ぞ れ の 縫い 方 に つい て は 下記 の 項 を 参 | さ グ イヤ ル は 、1.5 一 4 の 範囲 内 に 動き ます が 


照 の 上 、 調節 し て 下 き い 。 縫い 目 長き は 4 以外 で は 縫 わ な いで 下さ きい 。 
直線 縫い ー 般 ジグ ザ グ ファ コテ ィ ン ク 
縫い 


ンジ る 
ン マ 
い ) 
2 


(ダイ ヤル 調節 可能 範囲) 


ハハ ハハ ハム 
摘 要 


※ 手 動 で ダイ ヤル を 選択 する と き は 、 模 様 表 示 を 合わ せ て か ら ダ イヤ ル を 選択 し て 下さ い 。 
1 


押え 調節 レバ ー 


丸 布 地 の 種類 に よっ て 押え 圧力 を 調節 す 
る レバ ー (面板 内 部 に あり ます ) で す 。 


送 り 歯 を 上 下さ せる ` て こ / で す 。 


(注意 ) 押え 調節 レバ ー を 操作 する と き は 、 
押え を 下げ て お きま す 。 
※ 押 え 圧 力 を 強く (下げ る ) す る と き 
は ……… レバ ー を 押し 下げ ます 。 
※ 押 そえ 圧力 を 弱く (上 げ ば る) する と き 
は … レ バー を 引っ 張っ て 上 げ ま す 。 


取り 替え る に は …… 


⑯ 針 を いち ば ん 上 に あげ 


@② ゆ る め 


抜き と り 締め ます 


⑳ 新 し い 針 を ス 
ト ッ パ ー に 当 
る まで いっ ぱ 
い に 差 し 込み 


ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 


人 補 助 テ ー ブ ル を 下げ (14 ペ ー ジ 参照 ) 
か ま 。、 だ た を 矢印 方 向 に 開き ます 。 


ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 


つの ドロッ ンプ フ ィ ー ド 切り 換え て この 信久 @⑯』 邊 を 矢印 方 向 に 押す と 送り 歯 は 上 が 
を 矢印 方 向 に 押す と 、 送 り 歯 は 下がり り 、 元 に も どり ます 。 
ます 。 


送り 歯 の 位置 才 科 


SS 一 般 裁縫 を する と き 


ポタ ン 付 け 、 し つけ 縫い 
サイ クル 縫い 、 刺 し ゅ う を 
| する と き 


布地 を 送ら な を ない 


正しい 人 針 の し ら べ 方 


SR 
へ 平ら な 側 


この すき ま 平 行 


針 が 曲っ て いて は よく 縫 え ませ ん 。 

哀 針 の 曲り を 調べ る に は 、 平 ら な を 物 ( 針 
板 、 ガ ラス 板 な ど ) の 上 に 乗せ 、 明 
る い 所 で すか し て みた と き 、 針 の 下 
側 の すき ま が 針 先 ま で 平行 に 見 える 
の が 良品 で す 。 


| 
(平ら な 方 を 下 に し て ) 「 


いん 


いこ) 


W 針 を いち ば ん 
上 に あげ 


| 


※ 締 め ね じ を 外さ な く て も 押え は 外せ ます 。 


押え 棒 を 下ろ す と 
は まり ます 


@ 押 え ホ ル ダ ー の みぞ の 真下 に 押え の ピン が くる よう に 位 注 り 付 ! あ CE 生 ド で る 
置 を 定め 、 押 え を お きま す . (注意 ) 交 取 り 付 ける と き 、 押 そえ を 針 に 当て な 
MT ド SM 


いろ いろ な 押え と その 利用 


AAA ハ ハハ ルポ パ / 


2 リッ ン いく 22 つ ペー ジッ ジ > ファ ゴチ ティ ング <46 ペ ー ジ > 


本 線 締 いく 18 ペ ー ジ > 


て ぎ サム サム すす すず すす A ず ム す ムギ 


il WP に っ | | 


ジ ク ザ ク 縫 <30 ペ ー ジ > Ah の 30 ペ の 5 2 プラ イン ドス テッ ナチ <⑬32 ペ パー ジッ ジュー マン プラ バッ ドス テア 。 チ <32 ペ ー ジ ) 


99333 


HT ノ XXXSXXSZ2ZZ 
oO の OK の 
0000020 


葉 ち 日 か が り <30 ペ ー ジ > | : ファ スナ ー 付 け <37 ペ ー ジ > 
ひも 付け 押え 


ボク グン か みか りく 83 ページ) 2 ン シ ー シ フィ スエ ー 使 了 38 ペー ジ 


広 押 え の と りつ け 方 、 と り は ず し 方 は 8 ペー ジ を ご らん 
下さ い 。 


し つけ 縫い 押え 


0 
Ne 


AM 


ーーー ニー ューー- ーーーーーー で ーーーーーーー ニ ーー ニーーー ト ーー コー 


ーーーー ゴ ーー や キュ ーーー キ ーー ビ 


ね じ ま わ し (中 ) 


ね じ ま わ し ( 小 ) 


ZD の 
0 


し の 人 9 
の SN の 
キル ティ ング <47 ペ ー ジ > 


ミシン 人 争 


末 昨 


平 


則 ーー 
HH 一般 縫い に ) / 
ゴー ルデン 針 … / 薄 物 、 伸 縮 地 の 縫 
い に ス トレ ッ チ 押 
サイ クル 縫い <50 ペ ー ジ > 


えと 併用 し て 下 き 
ーー 本 針 


いい 


補 使用 前 の 準備 吾 


59099999996999999969999996999996999999699969996999699969696969999996969999699969⑯99999%99999999999@$ 


急 ミ シン を 取り 出す に は … 信 付 属 箱 を 取り 出す に は ……… 
⑬ ケ ー ス を 取り 外し ます 


介 ハ ンド ル を 起こ し 


※ 付 属 品 は 、 ケ ー ス ふた 内 部 の 付属 箱 の 中 に 入っ て 
ぃ いま す 。 ボ タン を 押し て ケー ス ふ た だ た を 開け 、 図 の 


よう に 取り 出し て ご 使用 ド さ い 。 


倍 ひ ざ 当 て レバ ー を 取り 出す に は ……… 


人 を ミシン を し まう に は …… 

し まい 方 は 、 上 記 方 法 の 逆 の 順 褒 で 行い ます 。 
※ ペ 補助 チ デー デル を 下げ けた 状態 (フリ ー ア テー た ) で は ケー スズ は 、 は まり ませ ん 。 
※ 押 え は 下げ て ケー ス を は め て 下 き い 。 


※ ひ ぎ 当 て レバ ー を 使用 する と き は 、 ボ タン を 押し 
て て ケース.、 た を 開け 、 図 の よう に 取り 出し て ご 使 
用 下さ きい 。 


*% 運転 の し か た 
9⑫ 099.96 965 000.98.9669 990⑯ 9899689985969960999969068.999090990806980999809990039809696699696890096806080690809280SD96S8398 


運転 の し か た 
支 左 図 を 見 な が ら 次 の 順序 で 操作 し て 下さ きい .。 
坦 涼 コー ド を 引き 出し て 、 室 内 コン セン ト に 差し 込み ま 
39 
電源 コー ド は オー トド リール 式 に な っ て お り ま す 。 
pe91 き 上 お を き は 、 9 る 張っ つて 下 き い 。 
リー シド を し まう ち 党 人 は 、 人 グ し っ 湊 
自動 的 に 巻き 込み ます 。 
穴 コ ー ド は 、 赤 印 以 上 は 引 
き 出 さき な いで 下さ い 。 
の 下 涼 スイ ンチ ボタ ン を 押し 
まま ot ジ タン も つの き ます 9 


エーーー 
ーーー ィ 
トニー 
トーーーー) 
に ーー 
トー 
に ニニ ーー 
当 [ 
国 | 
ーーー コ 
に ーーー 


お 好み の 速度 の ボタ ン を 押 


2 
コント ロー ルレ バー を 押し 下げ け 、 の ON に し ます (3 ペー 


ジ 参 照 ミ シン は 、 始 め は ゆっ くり 回 り 始 め ま す 。 


ーー 


立 両 手 が 必 要 の と き は 、 ひ ぎ で も 操作 で きる よう に な っ て 
いま す 。( 3 ペー ジ 委 照 ) 
差し 込み プラ グ 


⑯ 宝 内 コン セン ト 
に 差し 込む 


ミシン を 使用 し な いと き は ……… 
嘉 電 源 コ ー ド を 必ず 家内 コン セン ト か ら 外 し て 下さ きい 。 


が あり まし た ら ブ プラ ザー の 販売 店 に お 申し 付け 下さ い 。 


※ 万 一 故障 


* 員 使 い 方 噂 


⑳9999969999996999969999969999999699 8869696969699999996969999996999 69899.9999 90999 99990099 00999599999 


和 . 上 糸 の 掛け 方 
宮 上 糸 の か け 方 を 問 違 えま す と 裁縫 が び で きま せん か ら 、 よ く お ぼ そ て 下さ い 。 

如 針 は 常に 一 定 の 位置 (最高 位置 ) に 停止 する よう に な っ て お り ま す 。 Se 
束 天 びん を 一 番 上 に し て か ら つ き ぎの 図 の 番号 順に 糸 を 掛け て 下さ い 。 


同じ よう に 掛け ます が 、 
系 立 棒 は 図 の よう に 補助 
糸 立 て 棒 を 引き 出し て ご 
使用 下さ い 。 


支 針 へ は 2 本 の 糸 を 別々 に 
通し ます 。 


竣 一 本 針 の と きも 一 本 針 と 同じ 要領 で 下 糸 を 引き 上 げ 
まま 


作 . 下 糸 の 引き 上 ば げ 方 


は ずみ 車 を 
回 転 き させ ます 


aa So 
て 2 の CE] W 


ーー ンズ た 
こき の の 3 


ーー ニー ニー ニーーー デ 上 系 と 下 糸 を 上 

し 2 タ 。Ecm ほ と 出し っ 

て お きま す 

誤 針 は 一 度 下 っ て また 上 っ て きま すか ら 、 上 りつ め た と ころ で は ずみ 車 を 止め 、 上 糸 を 引く と 、 上 系 は 下 糸 を 捕 
えて 針 穴 か ら 輪 に な っ て 出 て きま す の で 、 そ の まま 引き 出し て 下さ い 。 


江 . 下 糸 の 準備 (1) ボビン ケー ス の 取り 出し 方 


2 
テー フル ャ タ 7 
持ち 上 げ 手 前 に 引き 
下げ ます 


@ か まぶた 
を 開き ます 


(注意 ) 針 が 下っ て いる と き は 取り 出せ ませ ん 。 


(2) ボビン の 取り 出し 方 (3③) 下 糸 の 巻き 方 


⑩ つ まみ を 閉じ て ーー 


の ② ボ ビン ケ ー ス を 
下向き に する と 


ーー イー 一 ーー の 宮 


5 一 6 回 巻き つけ 


(注意 ) ボ ビン ケー ス の つま み を 持っ て いる 間 は 、 ボ ビ 
シゲ ー ス を 下面 き に し で も 、 ボ ビシ ジン は 落ち な を ない 
よう に な っ て いま す 。 


ill 


に 


ボビン 押え ボ ビン に 系 が 巻き 終る と 、 ボ ビン の 回 転 は 自動 的 に 


僚 止 し ます 。 ボ ビン を 左側 に 押し て 、 ボ ビン 押え か 
ら は ほ は な し 、 ボ ビン を 取り 出し 、 糸 を 切り ます 。 


ボビン 押え の 方 向 
に 押し ます セーー 


(4) ボビン ケー ス へ の 氷 の 通し 方 


⑥⑯ ネ が 手前 か ら 向 こう 側 
に 巻け て いる 状態 で 糸 
端 を 10cm ほ ど 出 し ます 


@ 調 子 ば ね の 下 を 
く ぐ で ら せ ま す 


@ の 切り みぞ に 素 を すべ り 
込ま せま す 


ーーーーーー 


(注意 ) ボ ビン ケー ス の つま み を 起 し た まま で は 、 ボ ビ 
ン は 確実 に ケー ス の 中 に 入り ませ ん 。 


(5) ボビン ケー ス の 取り 付け 方 
フト (に ュ し ます 2 
 S 2 た (ll 
つ の 
持ち ます | 6 計 を 最高 の 位置 に し 
て ペ バ アゾ ) グ 


の 10cm ほ ど 


引き 出し 
LLS" 
1 3 
(注意 ) 模 様 家 示 板 の 班 〒 以外 は 、 糸 案内 に 下 夫 を 通 (注意 ) つ まみ は 、 い っ ぱい に 開い て 下さ い 。 (注意 ) し っ か り と 差し 込ん で な い 場 合 は 、 ボ ビン ケー 
し て 縫っ て 下さ い 。 よ り 美 し く 縫 え ます 。 ス が 始動 と と も に 、 と び 出 し て し まい ます 。 


坦 . 布地 ・ ミ シン 系 ・ ミ シン 針 の 関係 と ミシン の 合わ せ 方 …… この 表 は いろ いろ な 縫い 方 すべ て に 関係 し ます の で よく お ぼ え て 下さ きい 。 


縫い 目 の 長 さ 
押え の 強 さ ジグ ザ グ の の 振り 幅 


押え 調節 ジグ ザ グ 幅 調節 
で > 王 ター イ マー ル 


0 1 
マ 
マ 


いび 


50 番 


紺 ミ シン 率 50 番 


14 番 一 16 番 
谷 織 ミシン 系 50 番 
2 レン 系 50 番 11 番 一 14 番 


※ 上 記 以 外 に も 縫い 方 、 裁 縫 条 件 に よっ て は 和 糸 調 子 が 違っ て きま すか ら 、 適 宜 調節 し て 下さ い 。 
※ ミ シン 針 ・ ミ シン 糸 の お 求め に プラ ザー ミシン グ の 取り 扱い 店 へ ……… 粗悪 な 安物 を ご 使用 に な ら な いよ うに ご 注意 下さ きい 。 


※ 薄 物 ・ 伸 縮 性 の 布地 の 縫い 合わ せ に は 、 ゴ ー ル デン 針 を ご 使用 下さ い 。 こ の 場合 、 付 属 の スト レン チ 押 えと 併用 し て お 使い 下さ い . 


※ 普通 物 ・ 厚 物 に デー ルデン 針 を 使用 きれ ます と 、 針 が 折れ る れ が あり ます の で 、 普 通 の ミシン 針 を ご 使用 下さ きい - 


直 線 縫い 5 拉 ミシン の 準備 が で きた ら 縫 っ て み ま し ょ う 。 正しい ミシン の セッ ト の し か た を お ぼ え 美しく 縫い まし ょ う 。 


、 ] 布 地 は 送り 歯 の 作用 で 自動 的 に 送ら れ 
※ 下 泉 は 系 案内 か ら 外 す ます か ら 、 手 は 縫い 物 を 縫い た いと 思 


直線 用 押え 


3 方 向 へ 導く だ け に し て 下さ きい. 
遇 縫い は じ め 遇 止め 締 い の し か た (4 ペー ジ 参 照 ) 縫い 方 向 の か え か た 


⑳ 押 え を お ろ し て 
縫い 始め ます 


S 縫い 始め の 止め 縫い 


コン トロ ー ル レバ ー 


@ 上 と 下 夫 を 
15cm 程 出し 


下 和 糸 は か な ら ず 引き 上 げ て 
か ら 、 縫 っ て 下さ きい 。 地 
は か な ら す 押え そえ の 下 い っ ぱ 


ネネ 切り で 系 


・ 針 を 布地 に さ し た と き は 、 模 様 選 択 ダ イ 
ヤル と ジグ ザ グ 幅 調節 ダグ ダイ ヤル は 絶 体 に 
動か みかさ ない で 下さ い 。 動か みしま す と 針 が 
折れ た り 、 曲 が っ だ り し ます 。 


ーーー 一 ーーーーーー - 


@ 布 地 を 引き 出し ス 


谷 こ ん な 場合 に は ……… 
ポケ ッ ト ・ カ フス ・ え そり ・ 前 立て ・ ベ ルト ・ 薄 地 で の ダー ツ 、 端 ミシン 等 を 普通 に 縫い 始め た の で は 布地 が 押え と 送り 歯 で し っ か り と 固定 され ず 、 布 地 が スム ー ズ に 
送ら れ ま せん 。 
従っ て 、 縫 い 目 が 不 捕 い に な っ て きた な いも の に な り ま す 。 下記 の よう を 縫い 方 を する と き は 、 ミ シン を 次 ペー ジ の よう に 合わ せ て 縫っ て 下さ い 。 


2mm 位 の 間 か く 


シャ ツ カ ラ ー の 飾り ステ ッ チ ( 片 押え を 使用 する 。) えり な し えり ぐり の 飾り ステ ッ チ ( 片 押え を 使用 する 。) ベル ト の 飾り ステ ッ チ カフ ス の 飾り ステ ッ チ ( 片 押え を 使用 する 。) 


( 片 押 え を 使用 する ) 
落し ミ シ ・ 


に ンー 


NN 薄 地 ・ タ オル 地 等 の 三 つ 折 り (ジグ ザ グ 押 え を 使用 する 。) 海 し ミシン 
消 地 の 名 締 い ( 戸 押 え を 使用 する 。) 縫い 始め 布 端 より 1 一 2 mm 入っ た と ころ より 縫い 
この ょ う 全 場合 に は 針 は 少し 細め の も の を 使用 し て 下 始め の 上 ・ 下 の 糸 を 向こう 側 に ひっ ぱり を が ら 細 


さい 。 2 で 下さ 。 


注 意 

立 コ ント ロー ルレ バー を 操作 し て 止め 縫い を し な いで 
下 き い 。 

京 布 の 厚み が 6mm を こえ る も の は 和 え ませ ん 。 

補 布 地 の 端 より 縫う 場合 は 、 上 下 の 糸 を 向こう 側 へ ひ 
っ ぱり な が ら ゆ っ くり と ミシン を か け て 下さ い 。 
交 縫 い 代 の 重なり に よっ て 極端 に 厚み の 差 が で き て い 
る と ころ に ミシン を か ける と まき は 、 導い と ころ と 厚 
いと ころ の 差 に よっ て し っ か り 布 が 固定 され な いた 
め 、 布 地 が スム ー ス に 送ら れ な か っ た り 、 目 飛び を 

に で し まう と と が あり まず 。 

こん な と き に は 、 縫 い 代 を 倒し た 方 (薄い 方 か ら 厚 
い 方 ) へ 向かっ て 縫う か 、 あ る い は 縫い 代 を 倒す 方 
向 が 縫い 方 向 と きか ら っ て し まう 場合 等 で 布地 が 送 
ら な く な っ だ と き は 、 近 ぇ 圧力 を 弱く し て 抵抗 を 少 
な くし 、 手 で 少し ずつ 布 の 送り を 助け な が ら 縫 いま 
す 。 


※ 下 終 は 糸 案 内 か ら 外 す 


ジ ク ザ グ 用 押え 


文 縫 い 方 例 (その 1) 
シャ ツ カ ラ ー の 飾り ステ ッ チ の よう に 先 が と が っ た よう な 部 分 を ( 片 押 え を 使用 ) 縫 う 場 合 は 、 ミ シン を 上 表 の よう 


に 合わ せ て 縫い ます 。 
※ 片 押え の 取り 付け 方 、 調 節 の し か た は 37 ペ ー ジ を ご らん 下さ きい 。 


約 2mm 


本 


0 


NO 


で 布 敵 より 約 2mm 位 の と ころ を 縫い  W 先 端 ま で 縫い まし た ら 押 そえ を 上 ば げ 、 押え を さげ て 2 一 3 針 布 を 手 で 送 
ます: 方 向 転換 を し ます 。 り 込 むように し て 縫い ます 。 
※ シ ャ ツン カフ ラー の 地 縫 い は ほとん ど ジ グ ザ グ 用 押え を 使用 し ます が 、 ト リコ ッ ト の よう な すべ り の 良い 布地 は 片 押え 


を 使用 し て 下さ きい 。 薄い 方 か ら 厚 い 方 へ 


文 縫い 方 例 (その 2 ) : 際 直 線 縫 い の 和 糸 調子 ③⑨ こ ん な と き に は ………… @ 下 の 強 さ を 合わ せる 


布地 の 裏側 ダイ ヤル テン ショ ン 


薄 地 の 端 ミ シン ・ 地 縫い ( 片 押 え を 使用 ) 
や 薄 地 ・ タ オル 地 な どの 三 つ 折 り ( ジ グ ザ 
グ 押 え を 使用 ) な ど を 布 端 よ り 縫 い 始 め 


正しい 和 ォ 調 子 


つよ い 場 合 


布 端 よ り 1 一 2mm 入 っ た と ころ より 、 


N 人 
6 系 調子 が 正しく 調節 され て いな い 
継い 始め の > 下 の 系 を 向こう 側 ほ に ひ 1! で “ 
> 縫い * バ きた な 和 ロ 
っ ぱり な がら 縫っ て 下さ きい 。 縫い 目 が きた な く 、 布 地 に し わが よ 了 
5 ッ ア デー ーーー でぶ ピン NN ンー w h、 


当 5 。 だ き に 人 ほ 朱 が 切 覆 た り し ます 。 
(注意 ) 
年 ぎ う に 調節 
ジャ ー ジ 一 ・ ト リコ ッ ト ・ メ リ ギ ス 等 ん な と き に は つき の よう に 調節 し 
= 0 5 天 て と 下さ ゆい 。 

の よう に 伸び 縮み する 布地 の 裁縫 を す 

2 人 まず 下 糸 の 強 さ を 5 
る と き は 、 片 押え や ジグ ザ グ 用 押え の ⑩⑯ ま す 下 糸 の 強 さ を きめ ます 

普通 下 糸 が * か りな く な め ょ 
か わり に スト レッ チチ 押え を 使用 し て 下 通 下 糸 ひっ か カ ) なく な め ら 
抽 D か に 出る 程度 が 適当 で す 。 
つき に 下 糸 に 合わ せ て 上 糸 の つよ 
さ を 調 節 し ます 。 


ダイ ヤル テン ショ ン 
を ゆる め る 


も の 


スト レッ チ ナチ 押え 


よね わい 場 会 


に 


W 
に / 
寺 
N さ 
苑 
ら 


ocn ミシン を つき ぎの よう に セッ 


ト も で 細 いま すす ち セ ジ クサ ザ グ 符 いい が で きま す 。 


2 の 
へ 
ン ン 
で てい 
ウン 
TA 
ッ 
て へ 
ン ン 
NN 
シン 
1 


普通 ジグ ザ グ 縫 い 


サナ テ ジス テッ 


竣 ジ グ ザ グ 縫 い の 縫い 目 が 重 な ら ず 下 の 
布地 が 見 えな い 程 度 に 糸 が すき まな く < 
きれ い に な らん だ 状態 を サテ ンス テッ 
チ と いい ます 。 
サテ ンス テッ ンチ の 縫い 目 の あ ら き は 普 
通 F に あわ せま す が 、 縫 い 条 件 に より 
左 図 の 二 囲 で 調節 し ます 。 


縫い 始め 
止め 縫い の し か た 上 の 
は 直線 縫い 」 の 部 分 18 ベ ペー ジ を ご らん 下 き い 。 
適 い 方 向 の か え か た 
注意 


を ジグ ザク グ 縫 い の 座 調子 


ジグ ザ グ 縫 むと サテ ンス テッ チ の 系 調 
子 は 布地 の 裏側 か ら 見 た 場合 、 下 糸 が 
その ジグ ザク 幅 の 約 釣 程度 占め る よう 
加減 し ます 。 

來 調子 の と りか た は ほ …… 

21 ペ ー ジ の 直線 縫い の 糸 調子 」 を ご 
らん 下さ い 。 な お 直線 縫い の と きよ り 


具 上 和 糸 362 の 
も 上 氷 を ゆる くし て 下さ い 。 
下 系 下 系 


ジグ ザ グ 縫 い サテ シス テッ チ 


二 本 針 縫い を する 場合 


1 . 上 糸 の 掛け 方 は 、13 ペ ー ジ を ご らん 下さ い 。 ロメ ーー 2 本 針 使用 範囲 
2 . 2 本 針 の 使用 寺 囲 は 、 ジ グ ザ ク 幅 人 肝 N。 


調節 ダイ ヤル 表示 「0 一 3」 の 範囲 で す 。 
3 . 模様 表示 は 必ず 「 ま 」 で ご 使用 下さ い 。 


人 4 縫い 方 向 を か える と き は 、 針 を 布地 より 上 げ て か ら 
の て じじ な でき 


縫 い 方 と 注意 
※ 縫 い 方 は 下 未 な し で 直線 縫い と 同じ よう に お 縫い 下さ い 。 

思 居 亡 人 ば ※ 返 し 縫い ・ 止 め 縫 い は 絶対 に し な いで 下さ きい 。 

※ チ ェ ー ン ステ ッ チ の 表側 の 縫い 目 は 浴 締 まり に 関係 な く 直 線 縫い の 状態 で す 。 


需 具 の か け 方 
13 ペ ー ジ を ご らん 下さ きい 


|1 0 半 を いち ば ん 


凍っ 布地 の 種類 糸 の 種 類 針 の 太 き 


安志 栓 ググ ター ズ スズ 上 りり ポ シ と を 発し て で で 使 伸縮 性 の ある 生地 の ・ 厚 地 ジ ゲ 
補 チ ェ ー ン ステ ッ チ の 糸 調 子 用 下さ い 。 裁縫 ー・ 綿 メリ ヤス 合 織 系 50 一 60 番 


和服 の 縫製 、 え り 、 レー ヨン 、 プ ロー 
クッ ショ ンカ み カッ バ エー な な ド 、 リ ン ネ ル 、 ボ ポ プ 
どの 取り 付け や 仮り リン 、 放 地 ウ ー ル 、 
縫い サー ジ を ど 中 厚地 
裏側 の 縫い 目 を 利用 

し な 飾り ステ ッ チ 


正しい 糸 調 子 糸 調子 が 弱 す ぎる と き 絹 ミ シン 系 50 一 60 番 


綿 カ タン 系 50 一 60 番 


絹 ミ シン 率 30 一 50 番 


メリ イス 編 、 引 き 上 
毛 泰 編物 の と じ 込 み 本 絹 ミ シン 率 50 一 60 番 
げ 編 、 タ ッ ンク 編 な を ど 


和紙 、 障 子 紙 
率 ひ も の 作成 | 絹 ミ シン 率 30 一 50 番 
タイ プ 紙 等 


糸 調 子 が 強 す ぎる と き 


縫 い 方 向 の か え 方 座 布 地 の は ず し 方 


⑩ 針 を いち ば ん 
下 に さげ 、 少 


@s 林 糸 掛け MS AO 
近く の 和 を 玉 ) 上 に きま 
引き だ し wk 


針 を 軸 と し て 布地 を 
す 近く 


回 し ま 


っ の ツー 


人 切っ た 糸 端 を 布地 


糸 端 ば ほど け ま す ② 下 糸入り チェ ー ン ステ ッ チ の 秋 き 
の 表側 に 引っ 張り ⑲ 未 端 を 3 引 拓 れ は シン は 下 系 の 入 
げ 


2 だ っ 2050 
も 縫 え ます 。 こ の チェ 
ゲッ し ほ 図 の よ 
うに 布地 の 裏側 に 下 系 
が 入っ て お り 、 ほ つれ 
止め の 役目 を し ます 。 
癌 縫う と き は 、 模 様 表示 
(注意 ) 縫 い 終 っ た 方 向 か ら ほど いて 下 き い 。 縫い 始め 方 向 か ら は ほど け ま せん 。 『。 明 を 「」 に 合わ せ て 下 系 


⑥ 布 地 の 裏 側 に で きた 最後 の 
ルー プ を は さ み て で 切り 、 


わせ て か ら 縫 っ て 下さ い 。 


商 ほ つれ 止め の し か た 天目 飛び の 補正 
い 。 その まま 肌 地 が 取り 外せ ます 。 
SS ※「 系 の 掛け 方 ミシン の あわ せ 方 」 は 23 ペ ー ジ を ご らん 下 ミ 
いっ 。 
ルー プ ( 率 輪 ) 
支 縫 い 目 を ほど くに は 
ひき 出し ます ※ 下 糸 を 引き 出 ば 、 抜 き と り ます 。( 下 糸 は 簡単 に 抜け ます 。 ) 
区 ほつれ 止め は 布地 の 表 に 出 て いる 縫い 終り 支 布地 の 裏 を みて 、 目 飛び し て いる 場合 は 、 ※ ト 下 糸 を 抜き ほ まとっ た だ あと は チェ ー ン ステ ッ ン ッ チ の 場合 と 同じ で 
の 氷 を 布地 の 裏側 ヘル ー プ の 真中 か ら 引 張 その と ころ まで ほど いて 縫い な お すか 目 飛 59 
り 出せ ば ほつれ ませ ん 。 な お 、 ほ つれ や す び を し て いる 部 分 を 、 別 の 糸 で むす び ひび 合わ 式 下 糸 の つよ き は で きる だ け 弱 くし て お きま す 。 


い 氷 は 氷 端 と ルー プ を 結び ます 。 だ で よき さい 。 


し つけ 縫い 安 ミ シン に よる し つけ は 布地 に 対し て 針 が 直角 に 整 る た め 、 上 ・ 下 2 枚 の 布 が ずれ る こと る 
な を くし つけ らち れ まず す 。 


し つけ 縫い 
の と き は し 
つけ 縫い レ 


し つけ 縫い は 、 必 ず 交 の 順序 
IFRNKY を 合わ も WC あい 
1- 電 源 え イッチ ポ タン 「ON」 
2. ス ピー ド ュ ント ロー ル ア プッ 


5. し っ | 面板 を 
、 用 で RNN 、 


※ 下 糸 は 糸 案 内 か ら 外 す 
黄 し つけ 縫い レバ ー の 引き 出し 方 


1 夫人 針 を いち 
ば ん 上 に 


ン 

N R べ SN 王 
ーーー 1 NN ーー 

IS き 肖 @⑳ 押 え ホ ル ダ ー ーー SS、 FSS ST つ は 益 AN = で S | 


SN 2 oN は ここ ペア レ っ け 縫 い 押え TS 3 
を 外 No、 \ を 取り っ け ょ ます SS / 【、 @ 画 板 4 開 を 語 。 ラバ ーー きら 


. ヽ 、 如 M " 
M SS ※ し つけ 縫い を し な いと き は 、 
N 還っ し つけ 縫い レバ ー を 面板 の 中 


も まっ で 下さ ざい 。 


宮 し つけ 縫い レバ ー を ⑳ か ら ⑧⑬ の 位 区 縫 い 始め は 布地 を 両側 か ら 押 婦 手 で 布地 を 前 方 に 送り 、 ま た 


置 ま で 、 で きる だ け 早 い 操 作 で 一 え 、 手 で 布地 を 送っ て 下さ い 。 レバ ー を 位置 まで 押し 下げ 、 
杯 に と まる と ころ まで 押し 下げ 1 つき の 1 針 を 縫い ます 。 


針 だ け 縫 い 、 ミ シン が 止ま っ た ら 手 
を ゆる め て 下さ きい 。 レバ ー は 自動 
的 に ⑳ め 位置 に も どり ます 。 


※ 衣 服 の 縫う 部 分 に よっ て 1 一 3cm の 間隔 で 縫い 目 を 落し ます 。 


人 る し つけ 縫い の 利用 


押 え じ つけ 「 間 間 
し つけ 縫い を する と き の 注意 


1. 糸 は 毛羽 立ち が 多い 50 番 まだ は し ろ も ( 木 徐 巻 
き の も の ) を 使用 し て 下 き い 。 
2. 座 調子 は 上 糸 ・ 下 糸 と も 出来 る だ け ゆ る くし て 
: ま 闘い 。 上 
・ 裁 縫 中 " 針 " が 外れ だ たり 、 押 え ” が ゆる ん だ り し 


前 スカ ー ト ( 裏 ) 。 な いよ うに 、 ちら か じ め 柏 め ね し を し っ か り と 
締め つけ て お きま す 。 
. 目 飛び 防止 に つい て 2 
布地 は で きる だ け 両 手 で 張る よう に し て 縫っ て 
下さ い 。( 万 一 、 目 飛び する と き は プラ ザー ゴー 
ルデン 針 を お 使い 下さ い 。 


支 切 り じ つけ ……… も 織物 ・ レ ー ス ・ モ E 足 の 長い 布地 な ど 、 ヘ ラ や ルレ ッ ト の きか な い 布 地 の 印 つけ に 適し て いま す 。 


2 枚 の 布地 を 中 表 に 重ね て 型 チャ コ の し る し の 内 側 に 針 が チャ コ で FU を 付け た と ころ る は 、 MMS た 中 間 を 両側 糸 を 1 一 2mm 残 し て 短 か く 切 
紙 を お き 、2 一 3cm の 縫い 代 落ち る よう に 、 両 手 で 布地 を 0 (1 目 お と し 図 の よ と も は きみ で 切り 、 き さらに 2 か. 作 比 ポ 凶 ま 、 

を と っ て 裁断 し ビン で と め ま の まあ うに し て 待 ! い ます 。 ) に 近 ず け て 縫い ます 。 角 は 枚 の 布地 の 間 も 切り ま も 。 

3。 で し て で 現 紙 どう り ゲ ィ コ 時 衝 さ い 。 


で 印 を 書き 型紙 を 外し ます 。 


フリ ー ア ー ム は こん な と ころ に 
呈 刺 用 下 き cm 


(D ー 
ンー 袖 付け 縫い 合わ せ 
に 人 裁 ち 目 か が り 


フリ ー ア ー ム の 利用 の し か た 


ば そ 人 で の 作 立 で や カマ アス 件 は け 、 ソ ックス の つづ つくろ い 和 縫い な ど 筒 杖 に 
き 


に ご 利用 頂き ます と 大 変 便利 で す 。 


まつ り 縫 い 
ノイ 遇 へ 


ファ スナ ー 付 け 


ベル ト の 縫い 合わ せ 
フリ ル 付 け 


* 旨 いろ いろ な い 方 噂 


02909.906990609 069.906999069.9069.99 6969.969.96 99.966.9036990699699.8999⑫999990969996999039999⑫989990660 の 92969995999939999 


伸縮 縫い ・ 


補 ジ ャ ー ジ ー、 ト リコ ッ ト 、 メ リ ギ ヤス な どの よう 
に 伸び 縮み する 布地 の 裁縫 を する と き は 、 こ の 
方 法 で 縫 え ば 布地 が 伸び て も 糸 が 切れ て ほつれ 
る 心 配 は あり ませ ん 。 


襲 
三重 縫い 点線 ジグ ザ グ 縫 い チェ ー ン ステ ッ チ 
護 三 重 縫 い の と き 久 点 線 ジ グ ザ グ 縫 い の と き 


補 ミ シン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 三 重 縫 いで 伸縮 縫い が で きま す 。 区 ミシン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 点 線 ジ グ ザ グ 縫 いで 伸縮 縫い が で きま す 。 


ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 祭 (上 げ る ) 
睦 座 隊 時 務 提 間 明細 旨 間 有 O59 用 <7 ペ ー ジ 参照 > 


押え まだ た は 、 
ジグ ザ グ 用 提 


ジグ ザ グ 用 押 
と 


共 チ ェ ー ン ステ ッ チ の と き 


@ 針 を いち ば ん 
・ 1 上 に あげ 


LLS [で ” 。 パ @⑳ 押 え ホ ル ダ ー を 


外し 


| 伸 結 倍 い を する と き の 注意 | 


系 は 50 一 80 番 位 の 絹 系 ・ カ タン 系 で も 
よい の で す が 、 ナ イロ ン 透 明 糸 を 使え 
ば 伸縮 性 も あり 、 と くに 柄 編み の も の 
や トリ コッ ト の 下着 の 補修 に も 、 縫 い 
目 が め だ た ず 美 し く 仕上 が り ま す 。 


裁 ち 目 か が り 


婦 ズ ボン 、 ス カー ト な ど 縫 いし 
ろ の 始 来 、 あ ら ゆ る 裁 ち 目 の 
始末 に 用 いま す 。 


/ \ 
\ 
\N / \ 


V 


た べた だ バ 
ツ ・ 
WNW NM  / 


/ \ 


NE 0 が 点線 ジグ ザ グ 縫 い 
秦 オ ー バ ー ロ ックス テッ チ の と き 
補 ジ グ ザ グ 縫 い の と き ジン の 2 か つき の よう キッ ト し で て で 続 VY ま まで て 。 オー パー ロッ クベ の ワッチ で 才 


0 0 ま か が り が で き 
凛 ミ シン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 ジ グ ザ グ 縫 いで 裁 ち 目 か が り が で きま す 。 2 Ss 


ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 倉 例 ( 上 げ る ) 
es 宙 7 ペー ジ 参 照 > 


ーー 本 人 針 | 裁 ち 目 か が り 


プ フ ィ ー ド 切り 換え て こ 共 醒 (上げる ) 


<7 ペ ー ジ 参照 > 


ー 本 針 ] 硝 ち 目 か が り 


※ 模 様 表 示 に 合わ せ て か ら 、 送 り 之 オ ー バ ー ロ ックス テッ チ で 

調節 ダイ ヤル ・ ジ グ ザ グ 幅 調節 IE 1 

ダイ ヤル を 合わ せ て 下さ い 。 えば 、 縫 い 代 を 割ら な く て も 
よい も の な ら 、 痕 ち 目 か が り 


博 ち 目 か が り 用 押え を 使用 する と き の 注 意 を か ね な が ら 地 縫い が スピ ー 
裁 ち 目 か が り 用 押え を 使用 する と き は 止め 縫い を し な いで 下さ い 。 es 
また 、 コ ント ロー ルレ バー を 「ON」( ひ ざ 当 て レバ ー の と き は 「ON」、「OFF」) ディ に で きま ます 。 


に する と き 、 レ バー を 押し すぎ な いで 下さ きい 。 押し すぎ ます と 針 が 布 押え に 
当る 事 が あり ます 。 


穴 上 糸 と 下 糸 は 向こう 側 へ そろ えて お き 、 裁 ち 
目 か が り 用 押え の か ュ + ィ ド に 布 端 を ぴっ た りあ 
て て 押え を お ろ し 、 か が イド に そっ て 縫い ます 。 


遇 点線 ジグ ザ グ 縫 い の と き 
ミシン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 点 線 ジ グ ザ グ 縫 いで 天 ち 目 か が り が で きま す 。 


| ーー 一 博 ち 目 か が り を する と き の 注意 
、 和 糸 調子 は 上 と 下 糸 が 布地 の 端面 で 交差 する よう 
に 調節 し ます 。 


TMP で ラーp ーー 
ーーー ーー 
ii キン 
間 旨 NN 


ジグ ザ グ 用 提 
え お よび 前 方 
定規 


⑯ 前 方 定規 を 仮り に 
取り 付け ます _ 人 @ 止 め 締 い 


で 石 加 芝 


きす この 主 
当主 暗 き 加 還 


堪 片 側 の 人 針 は 布地 


- を 縫う 位置 に 定 
ーー 


を ワン ビー ス 、 ブ ラウ ス 、 ズ ボン 、 ス カー ト を な どの すそ 、 そ で 口 に 用 いま す 。 


裏 
ンク ドブ グチ ジグ ジャー マン アマ イツ ポポ ステッチ 
傘 プ ライ ンド ステ ッ チ の と き 層 ジ ャ ー マ ン ブラ イン ドス テッ チ の と き 
之 ミ シン を つき の よう に セッ ト し て 続い ます と 、 ま つり 衝 い が で きま す 。 巡 ミ シシ を つき ぎの よう に セッ トド ルズ て 縫い ます と 、 ま つ リ 縫い が でき ます 。 
ー- 本 針 | まつ り 縫い 押 え ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 語 (上げる ) 


ーー 


布地 の 折り 方 


薄 地 ・ 普 通 地 の 場 合 折り 布 の 差 


縫い 方 


N 


片側 の 針 が わずか ば か り 
か か る よう に 注意 し て 疑 
いま す 


WW 


の 


折り 山 


支 折 り 曲 げた 布地 の 折り 山 を 押え の ガイ ド に 当て 


、 針 先 が 折 り 山 に 必要 以上 か か ら な いよ う 、 


まつ り 縫 い を する と き の 注 意 
1. 上 糸 の 調子 を や や 強め に し ます 。 


2. 左 側 に 落ち る 針 が 必要 以上 に か か りす ぎる と 布 が 開か ず 、 表 側 に 


ヽ ー 


出る 縫い 目 が 大 きく な り 、 き れい に 仕上 り ま せん 。 


3. ジ グ ザ グ の 振り 幅 は 、 折 り 布 の 差 (2.5 一 3.5mm ) 以内 に セ モット し 
な NNWNe 


ボタ ン 穴 かがり 


穴 裁 縫 一 般 に 用 いま す 。 


凛 ミ シン を つき の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 ボ タン か が り が で きま す 。 


ボタ ン 穴 か が り 調 節 ダ イヤ ル 
(使い 方 は 36 ペ ー ジ を ご らん 下 き い 。) 


ボタ ン 穴 か が 
り 用 押え 


ぬ 布 地 に ボタ ン 穴 の 大 き さ を 
し る し ます 


BS に 
ボタ ン 穴 の 長 さ 
(ボタ ン の 直径 土 厚み ) 


N 
⑳ 
SN 


と ツア 


1 で ヽ 、 
> の いっ ぱい に 押し 出し ま 


① 模 様 選択 ダイ ヤル を 回 わし て 指針 を 「AC」 に 
合わ せ 、 か ん ぬき 止め を 5 一 6 針 縫 っ て 運転 を 
中 2 ます る 
1 “ 
| 
⑦ 


② 模 様 選択 ダイ ヤル を 回 わし て 指針 を 「B」 に あ 

わせ 、 し る し の と ころ まで 縫い 、 運 転 を 止め ま 
生得 

③ 模 様 選択 ダイ ヤル を 回 わし て 指針 を 「AC」 に 
合わ せ 、 か ん ぬき 止め を 5 一 6 針 縫 っ て 運転 を 

止め ます 。 


| B Ac 
衣 


上 


(④ 模 様 選択 ダイ ヤル を 回 わし て 指針 を 「Dji 
わせ 、 前 に 縫っ た か ん ぬき 止め まで 縫い 、 
を 半 め て の の 仁 置 へ 手 で ミシン を まわ し 、3 
浴 も まず 。 


に 中 p 


⑤ 針 を 布 か ら 抜 いて 押え を 上 げ 、 模 様 選択 ダイ ヤ 
ル を 回 し て 、 指 針 を 「1」 に 合わ せ 、 布 地 を 左手 


| | 前 方 向 に 90" 回 わし 、 押 え を 下ろ し て 、 送 り ダ イ 
ヤル 目 監 を 「 1 . に 合わ せ 、 か ん ぬき 止め の 中 に 
※ 直 線 の 前 進 縫い で 細か く < 縫い ます 。 


康 左 表 の 順序 に 従っ て 縫い ます と 、 ボ 嘉 か みん 止め の と ころ に まち 針 を 刺し て 
カン か が り が で きま す 。 リッ ノー で 縫い 終っ た と ころ を 切り 
開き ます が この と き 縫 い 目 を 、 切 ら 

が Ms よう 手間 し ます 。 


ーー ボタン 容 か が り を する と き の 注 意 
ジャ ー ジ ー や トリ コッ ト な と ど 伸 び 縮 みす る 布地 や 絹 ・ オ ー ガ ンジ ー・ デ シ 
ン な どの 薄 地 に ボタ ン 穴 かがり を する と き 
コミ . ボタ ン 容 か が り は 布地 2 枚 以 上 合わ せ て 縫い ます 。 
2 . うす 地 で する と き は ボタ ン 究 を 細め に し 、 ジ グ ザ グ 幅 を 「 3 」 程 度 に 
し て 縫い ます 。 ( 


3 . 図 の よう に 芯 ひ も を 入れ て 縫い ます と 容 部 の 伸び を 防ぐ こと が で きま 


す 。 1 
. か が り を し よう と する 部 分 の 裏側 に 障子 
紙 の よう な 薄 い 紙 を 当て て 縫い 、 縫 い 終っ 
て か ら 取 り 除 く よ う に し ます と 、 布 地 が 伸 
- び だ た だり 、 縮 ん だ りす る の を 防ぐ こと が で き 
ます 。 


ボタ ン 穴 か が り 調 節 ダ イヤ ル 

ボタ ン 穴 か が り 調 節 ダ イヤ ル を こ の ダイ ヤル は ボタ ン 容 か が り 専 用 の 調節 ダイ ヤル で す 。 
婦 数 字 が 1 一 9 まで あり 、 数 字 が 大 きい ほど 縫い 目 長き が あら く な り ま す 。 布地 と 糸 に あっ た 縫い 目 長き (1 一 
9 まで の 数 字 ) を 選ん で 合い 印 に 数 字 を 合わ せ て 下さ きい 。 


※ ブ ロー ド 地 2 枚 合 わせ の と き は 、 ダ イヤ ル 表 示 の 数 字 「 2」 又 は 「 3 」 の 数 字 を 合 印 に 合わ せま す 。 


祥 こ の よう に し て 、 一 度 選 ん だ 縫い 目 長き は 、 記 憶 き れ ま すか ら 、 他 の 裁縫 後に も 前 と 同じ ボタ ン 容 か が り を 作 
2 の 3 つと の OO き ます の 

この 場合 、 ボ タン 容 か が り 調 節 グ ダイ ヤル は 、 動 か みき な いで 下 き い 。 

六 右 側 前 進 縫 い 目 と 左側 後進 縫い 目 に 違い が で る 場合 は 下 表 を 参照 の 上 、 調 節 し て 下さ い 。 


WU 1 リ // / 


左側 後進 縫い 目 (緑色 ) 右側 前 進 縫い 目 (赤色 ) 


WUl20/ 右側 前 進 縫 い 目 を あら くす る 


こ デ 


20// 準 し - 調節 範囲 (目盛 の あら い 表 示 内 ) 


WUU2M 右側 前 進 縫い 目 を こま か くす る 
レー 調節 範囲 (目盛 の こま か い 表 示 内 ) 


ング / 
7 mM 4 右側 前 進 縫い 目 を あら くす る 


WS// 共 レーーー 一 一 調節 範囲 (目盛 の あら い 表 示 内 ) 
I 


ン ぐ く 
7 
の // 有 EMMA 


WW3/// 右側 前 進 縫い 目 を こま か くす る 


の 目盛 の こま か い 表 示 内 ) 


コン シー ルフ ァ ス ナー の 特長 は 、 
ファ スナ ー を 縫い つけ た 縫い 目 が 
布地 の 表 に 現われ ず 、 つ き 合 わせ 
人 所 の 4 生み NG きろ る こと ど で 。 が 
レッ シー な 感覚 を 損 う こと な く 、 
ファ スナ ー の 良き を 利用 する こと 


が で きま す 。 


スカ ー ト や 、 ワ ン ピ ー ス の 脇 あ き 、 
財布 、 袋 物 な ど に 用 いま す 。 


T で TfttfTCTCfTCTfTCPfffE 


普通 ファ スナ ー 付 け ( 片 合わ せ ) コン シー ルフ ァ ス ナー 付け 


介 普 通 フ ァ ス ナー 付け の と き 
を ミシン を つぎ の よう に セ モント し て 縫い ます と 普通 ファ スナ ー 付 け ( 片 合わ せ ) が で きま す 。 押え の 取り 付け 方 


0 7 
"AU J A 部 0 2 


人 に くる よう 調節 
控え を 取り 人 LSW" 時 億 8 の 


7 ペー ジ 参 照 > 


※ 下 


糸 は 糸 案 内 か ら は ず す 


こ 


端 ミ シン を か ける 
ロ NN 


ァ ス ナー を 付け る 上 
側 の 布地 の 折り 山 か ら 
1.5mm 程 度 で ミシン を 
は ま す 


スナ ー を お き フ 
ァ ス ナー に 治っ 


て 縫い ます 


は 
け 
『 布地 の 下 に ファ 
1 


13 

あき 止 り の と こ 

ろ で ファ スナ ー 

あき に 対し て 直 

劉 に 二 度 縫い ま 
ンプ す 


/ と の 
ン ン 
用 
所 
SS 
ゃ と つ 


ルル ーーーーー ペ ーー で 


あき 止ま り 


秦 コ ン シ ー ル ファ スナ ー 付 け の と き 
ミ シン を 次 の よう に セッ ト し て 縫い ます と コン シー ルフ ァ ス ナー 付け が で きま す 。 


プ テ アス ナー 
付け 用 押え 


※ 下 糸 は 糸 案 内 か ら 外 す 


次 コン シー ルフ ファス ナー を つけ 補 フ ァ ス ナー の 理 側 か らむ し を 
8 る と き の あ き 寸 法 は 、 フ ァ ス 2 2 
側 を 縫う と き は 押え 裏 に ある 
左側 の 溝 と 右側 の むし が は ま 
の 0 また 。 まし の 
左側 を 縫う と き は 押え の 右側 
の 溝 と 左側 の むし が は まり 合 
う よ う に し て 縫い ます 。 


ナー の 長き より 2 一 3cm 短 か 
くし て お きま す 。 縫い し ろ を 
し る し 通り に 折っ て 、 裏 側 へ 
2 たこ を ある で 。 表 析 き の 
つり 全 ざ に 征 才 し て マデ スナ 
ー を 開き . 裏側 の むし の そば 
を し つけ で 止め ます 。 


押え の 位置 


押え の ガイ ド が 
スラ イダ ー に つ 
か えて 縫 え な い 
部 分 は 手縫い で 


※ 樹 脂性 の コン シー ルフ ァ ス ナ 
ー で 縫う 場合 は むし を 立て な 
が ら 縫 う よ う に し て 下さ い 。 


いで まだ 世 宙 人 け ま 
す 


ボタ ン 付 け 


ド 1 


押え 上 げ て こ を 上 げた まま ボタ ン を 
押え の 下 に 入れ 、 ボ タン 穴 の 問 かく 
う よ う に ジグ ザ グ 幅 を 調節 し て 


誤 裁 縫 一 般 に 用 いま す 。 


10 針 程度 縫い 、 針 が 左 に 沙 ち た と き 
連 転 を 止め ます 。 


到 ミ シン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 、 ボ タン 付け が で きま す 。 


ボタ ン 付 け 
押 レ 2 


最 初 の 上 糸 ・ 下 糸 は 切り 取り 、 最 後 
の 上 糸 ・ 下 系 を 青 に 出し て 結び ます 。 


表 二 0 和 dBBPCRDRN 
電 紀 且 ROHPRNNIBHNRIMIMNIEOHUHENNEHMD 


えて こ 4A 下げ る 


ボタ ン 付 け を する と き の 注 意 一 一 
ボタ ン 足 を 必要 と する と きま は 、 そ れ に 応じ た 
厚紙 を 下図 の よう に ボタ ン と 布地 の 間 に 入 れ 
普通 の ボタ ン 付 け と 同じ よう に 縫い ます 。 ボ 
タン の 上 に マッ チ 棒 ・ ミ シン 針 な ど を お いて 
縫う と 都合 の よい と きも あり ます 。 縫い 終り 
まし た ら リ ッ フ パー の 先端 で 下 糸 を 引き 上 げ 、 
ボタ ン 足 に 最初 の 上 糸 ・ 下 糸 と 最後 の 上 糸 ・ 


下 糸 を 東 ね て 、 そ れ ぞ れ 反 対 方 向 に 巻き つけ 


結び ます 。 ポ タン 足 を 必要 と する 場合 (A 図 ) 
ボタ ン 
布地 / ボタ ン 穴 


| 太 
ノン に 記 紙 
レン ン ン ン ン ン 1 レン シン ン ン ン ン 
ン ン ン ン ンク ン ン クン ン ン ン ン ン シン ン ン シン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ンー 


ボタ ン 足 を 必要 と する 場合 (B 図 ) 
ボタ ン マッ チ 棒 
布地 2 9 


RS 
ン ン ン ン ン ン ン ン ンジ ン ン ン ン シン ン ン ン ン ン ン ン ン シン ン ン ン ン ン ン シン ン ン ン ン ン 


ミシン を つき ぎの よう に セッ ト し て 縫い ます と スカ ラッ プス テッ チ が でき ます 。 
祥 ス カラ ッ プ は 半月 状 の まる い カ ー ブ の 連 
続 し た 波形 の 模様 を いい ます 。 婦 人 服 、 
こども 服 、 ベ ビー 服 な どの 緑 飾り や 、 テ 
ー プ ブル 掛け 、 椅 子 掛 け な ど の 緑 飾り と し 
5 2 は し の まつ な か の 、 い いろ 
応用 で きま す 。 


スカ ラッ プス テッ テ チ 


の 押 且 間 旨 - 


区 布 を 表 に 返し て スカ ラッ プス テッ チ ウ の 山 
を 表 に 押し だ し 、 ア イロ ン で 仕上 げ ま す 。 


次 縫い 目 に そっ て 3 ミリ ぐら い の 縫 い 代 を 
の こし て 切り と り 、 縫 い 代 に 切り 込み を 
私 ます :。 


支 ミ シン を つぎ の よう に モッ ト し て 縫い ます と 三 つ 巻 き 縫い が で きま す 。 


凛 ワイシャツ の すそ 、 エ プ 


ロン な どの フリ ル の 端 、 
主 に 布 端 の 始末 に 用 いま 
(あら 


に ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 和 生計 ( 上 げ る ) 
ニン て 生 7 ペー ジ 参 照 > 
※ 下 夫 は 系 案内 か ら 外 す 


縫 い 方 
針 1 
RNN 
昌 
布 端 か ら ほ ぼ 5mm 入 っ た と ころ に 針 を 区 針 を あげ 、 布 地 を 手前 に 引き ます 。 つ ぎ き に 左手 で 4 本 の 引き 系 を も ち 、 右 最初 の 3 一 4 針 は この 引き 系 を 向こう 
洛 し ます 手 で 手前 の 布 端 を も っ て 三 つ 巻 き 口 に 側 へ 引っ ぱり きみ に し ます と 簡単 に 縦 
引き 系 部 分 か ら 差 し 入れ 、 針 落ち の 向 うこ と が で きま す 。 
こう まぐ 布地 の 端 を 入れ ます 。 巻き 込み 幅 を 5mm ほ どか ぶせ る よう に 


し ズ て 布地 を 持ち ます 。 巻き 込み 幅 を 適 


三 つ 巻 き 縫 い を する と き の 注 意 度 に 加減 し な が ら 縫 いま す 。 


奏 を 上 に し て 縫い ます か ら 、 あ ら か じ め 率 調子 は 表 吾 


共に 美しい 縫い 目 に し て お きま す 。 


光 


ミシン を つぎ の よう に セッ ト し て い ます と コー ディ ング が で きま す 。 


洋 服 な ど に あし ら え ば 豪華 き が 加わ り ま す 。 


7 ペー ジ 参 照 > 
ひも 付け 押え 還 


※2 一 3 本 の ひも 
の 場合 も 1 本 ひ 


よう て 。 れ を 
れ の みぞ に 通し 
て 縫い ます 。 
3 の 2 ルス 電 に 民夫 な 立 び ひも 付け 押え の 裏側 に ある みぞ に 支 図案 の と お り 縫 っ て いき ます 。 革 縫 い 始 め 、 縫 い 終 り の コー ド と 上 
を 図 の よう に ひも 付け 押え の ば ね ひも を 通し て そ 、 押え を お る し ます 。 率 の 端 を 布地 の 裏 に 出し 、 下 糸 と 
の 下 に ある みぞ の 真中 に 通し 、 共に 2 回 程度 結び ます 。 


コー ディ ング を する と き の 注 意 
1. 図 案 の 輪郭 線上 を 縫う に は 、 ひ も 付け 押え の 系 通し 生 を 変え 、 コ ー ド の ゆる み を 直し な が ら 縫 っ て いき ド は 、5mm 以 内 な ら ジ グ ザ グ 用 押え を 利用 
みぞ の 下 に 輪郭 線 が くる よう に する と 簡単 に 縫 えま ます 。 こ の 場合 、 縫 い 目 が つま る お それ が あり ます し て コー ポ が 刈 入 な いよ うに て 紀 い ます 。 
す 。 の で 布 を 少し 引っ 張り 気味 に する と ぎれ い に 縫 いあ 6. 角 の ある 図案 は 、 下図 の よう に 針 を お と し 


2. サ テン ステ ッ チ ナチ で 総 う 場合 、 上 糸 は コー ド と 同色 の 0 た りり まま っ ます まっ BA 

塗 を 使用 し て 紀 い ます 。 . 最後 の 止め 縫い は 1 cm ほど 重ね て 縫い 、 コ ー ド を 切 KENUUMAAAMNUAMAM 
り 、 縫 い 目 の 中 に 直線 で 縫い ます 。 ン 

縫い 角 を 縫う 場合 は 、 針 を コー ド の 内 側 に 落し て 記 5. ひ も 付け 押え の 系 通し 穴 に 通ら な いよ うな 太い コー み 洲 と し ます 。 


立 ミ シン を 次 の よう に セッ ト し て 縫い ます と 落し ミシン が で きま す 。 


六 パ イ ピ ング 、 玉 縁 ボ ケッ ト 、 玉 縁 ボ タン 、 
穴 か が りな ど に 用 いま す 。 
※ 片 押え の 取り 付け 方 、 調 節 の し か た は 、37 


ーー ンド MY 


ゆ バ イア ス 布 を 
布地 の 上 に お き 
(中 表 に する ) 


双 


KK 


W 玉 緑 幅 ( 5 mm 程度 ) 
の 縫い し ろ で ミン 
ン を か ける ⑳ バ イア ス 看 を 
裏側 に 折り 曲 
げ 


王 緑 裏 側 は 玉 表側 か ら バ イヤ ス 布 の すぐ わき 
緑 幅 よ り 約 2 に ミシン を か け 裏 に 折り 曲げ た 
mm 広く 折り 布 を いっ し ょ に 縫い ます 


N う 


くつ 


( 表 ) 約 2 mm 一 mg 


ご こく 細 ぐつ まん で ミシン を か けた だ た も の まあ ま ピ ルル タ ッ ク 
と いい ます 。 プ ラウ ス 、 ワ ウン ピー ス の ヨー ク や そ で 、 
エプロ ン の 洋 や ポケ ッ ト の 飾り 、 そ の ほか いろ いろ 
な 手芸 品 に 応用 きれ る な ど 、 装 飾 と 実用 を 兼ね た 縫 
い 方 で す 。 


中 
中 
貼 
中 I 
中 ] 
| | 
晶 1 
昌 l 
時 1 
1 | 
日 i 
中 


へ 
WN 
まま 拓 
H 


2 本 針 点 線 カ ター プ ブ 縫 い 


1 本 針 直 線 縫 い 2 本 針 直線 縫い 


[ 箇 1 本 針 直 線 縫い の と き 
還 を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 1 本 針 直線 縫い で ビン タッ ク 


ie ) 


直線 用 押え = 


お よび 2 ル I を SHI 
| 4 条 | 前 | ト デ u ⑩ 前 方 定規 を 取り 付け Ii 、 | 0、 | | 
ob @ 布 地 を 定規 の 側面 に 軽く 当て な が ら 縫 いま す 
夫 2 本 針 直 線 締 い の と き 負 2 本 針 点 線 カ ー プ 縫い の と き 
宮 ミ シン を つき ぎの よう に セッ ト し て 縫い ます と 2 本 針 直 線 い で ビン タッ ク 婦 ミ シン を つき ぎの よう に セット し て 縫い ます と 2 本 針 点 線 カ ー プ 縫い で ピン 
72 スッ ルク カン きま 


(上 げ る ) 


※ 模 様 表示 く <12> に 合わ せ て か ら ジ グ ザ グ 幅 調節 ダイ ヤル を 合 
わせ 直し て 下さ い 。 


※ 2 本 針 の 上 系 の 掛け 方 は 、13 ペ ー ジ を ご らん 下さ い 。 


シェ ル タ ッ ンク は 、 プ ライ ンド ステ ッ チ を 利用 し て 、 貝 が ら を 一 直線 に 並べ た よう な 円 孤 状 の ひだ を 作る も の で 、 緑 取り な 
ど ご に も 用 いる ほか 、 ピ ンタ ッ ク と 同じ よう に 、 ブ プラ ウス 、 ワ ン ピ ビー ス の 胸 も と や そ で な ど に 利用 きれ ます 。 


ネン シン を の つき の よう りう に セット し で 桂 いい ます と シュル タッ ンク が で きま ナ 。 


ラク ィ ー ド 切り 換え て こ 得 村上 げ る ) 


7 ペー ジ 参 照 > 


糸 調 子 は 弱 す ぎる と 
シェ ル タ ッ ク の 山 が 
で き な い の で 強め に 
し 、 山 の で きる よう 
に 調節 する 。 


布地 は バイ アス に 折り ます 


針 の 落ち る 位置 


ファ ゴ テ ィ ング 


布 地 と 布地 の 間 を は な し 


プラ ウス や 子供 服 、 手 坪 品 な 


率 で か が る か 法 を ファ ゴチ テ チッ ング と いい 
ど に 用 いま す 


※ 布 地 と 布地 の 問 隔 ! 


※ 系 は で きる だ け 太 い 氷 を 用 いて 下さ きい 。 
※ 布 地 の 下 に 薄 紙 を 敷い て 縫っ て 下さ い 。 


3 一 4mm 位 に し て 縫っ て 下さ い 。 


ドレ ス な ど に も 図案 を 応用 し た 装飾 と し 
や すい の で 気 を つけ て 縫い まし ょ う 。 


本 針 ーー 人 7 ページ 参 照 > 
ー 本 針 | よび キル ター || ※ 模 様 表示 <3? に い 
K 下 糸 は 糸 案内 か ら タ 22 020 
SIAC2224 送り 調節 ダイ ヤル を 合わ せ 直 

縫 い 方 し て 下さ きい 。 


ーー 


て 


使う こと 


マ 
マ 


縫い 目 の 間 隔 


だ きま は 。 


補 キ ルター を 押え ば ね の すき ま に 差 し 込み 、 必 要 な 補 縫 い 目 の 間隔 を 広く し た いと き は キル ター を 右側 
聞 了 同 に 合わ せま す 。 に 、 周 隔 を せま くし た いと き は 左側 に し ます . 


この 縫い 方 は 、 


哀 布地 の 間 に 綿 な ど を は さん で て 左 の 図 の よう に 縫い 合わ せ 、 コ ー ト や アノ ラン ク 、 ガ ウン な を ど に 主として 利用 きれ ます み :、 


表地 と 婁 地 の 問 に 布 ず れ や 布 縮み が お き 


補 先 に 縫っ た 縫い 目 を キル ター ( 棒 和 定規 ) の 先 で た 
どり な が ら 縫 いま す 。 


つき 合わ せ は ぎ 


< 竣 2 枚 の 布 の 裁 ち 目 ( で き あ が り 線 ) を つき 合わ せ た 状 態 で 、 
ぐ つなぎ あわ せる と き に 用 いま す 。 
ン 
N 
グ 
ヽ 
グン 
ヽ 
グ 
w 
グ 
N 
グ 
スー バー 模様 縫い 点線 ジグ ザク グ 縫 い ンク ザク 経 い 9 
あゆ スー パー 模様 縫い の と き 昌 了 点線 ジグ ザ グ 縫 い の と き 


補 ミ シン を つぎ の よう に セ モット し て 縫い ます と 、 点線 ジグ ザ グ 縫 いで 
つき 合わ せ は ぎ が で きま す 。 


六 ミ シン を つぎ の よう に モッ ト し て 縫い ます と 、 スー ノッ マ 一 模様 縫い で つき 合わ せ は 
ぎ が で きま す 。 


ーッ プ フ ィ ー ド 切り 換え て こ 葛 入 (上 げ る ) 
<⑦7 ペ ー ジ 参照 > 


7 ペー ジ 参 照 > 


飛 ジ グ ザ グ 縫 い の と き 
SR 2 の か の 
つき 合わ せ は ぎ が で 


SN 


て 


立 エ ブロ ン 、 子供 服 


島 m 


に 
k 


民 】 


あし らい ます 。 


す 


<⑦7 ペ ー ジ 参照 > 


ノ \ 
リュ カ 
NN 


人 め 片 側 の 針 は 
⑩⑯ ア ッ プ リ ケ 布 NR 
を 地肌 の 上 に アッ プリ ケ 


“ の せる 前 に 上 の 端 よ り 
りん か く + め 縫 いし ます 外側 に な る 


ジグ ザク 幅 を 「 0」 に し て 
5 一 6 針 最後 の 縫い 目 に そ 


N、 “ ノ っ て 止め 縫い を し ます 


アッ プリ ケ を する と き の 注 意 ミ 

1. 縫 い 方 は サテ チン ステ ッ チ 、 ジ グ ザ グ 縫 いな ど が あり に うす 立 を つけ 、 布 を ほり 、 な ま 電 きのう ち 表 か ら AI ま し ずつ ち 向 を 変え な が ら 縫 っ た が 縫い 
ます が 、 縫 い 目 長き 、 ジ グ ザ グ 幅 は アッ プリ ケ 図 案 当て 布 を し そそ アイ ロン で 間 か 図案 に 応じ て 切り 
の 形 、 大 きき さ 、 材 質 な ど に 応じ て 調節 し て 縫い ます . 取っ が スス ま っ チマ で 災い ます 」 


7 


ガッ プ り グ 有 布 の 種 枯 に よっ て ほつれ を い 布 の 直 合 は 、 - 大 き な を 図案 の 場合 は 、 チ ェ ー ン ステッ チ で て 


6 の ザー 


2 まま ング の NO アッ デビ 人 ルケ ルト ます め 和 人 ま い を し て お きま す と 便利 で す . 


as 是 ノ 、 = > リー テ ュ 、 い テ ュ エ 1 ーー ンー リエ トラ > 5 8 と \ 外 側 を 使う こと ! 
れ や すい 布 の 場合 は 、 ま ず 、 和 紙 に むら の な いよ う 4. 丸 味 の あ る 図案 円 の 外側 に 針 を 刺し た * 


こよ ャ ーー: 下 


- サイ クル 縫い 
ジグ グミ シク を 使用 し 上 で も 不 丁 能 あ きか 
の 3 3 C CS て いた 小 き な 円 形 検 様 も 、 マ ジッ クス テッ 


チ を 使え ば 簡単 に で き あ が り ま す 。 
坊 目 公 ・ ひ も 通し 穴 ・ 円 形状 の カッ トワ ー 


' 6 も ク ,! 身 か ら 別 布 を 当て て 縫い 、 地 布 だ け 切 
ま 


り 取る 方 まる あり ます 「 な ど に 利用 され ま 


ト し て 縫い ます と サイ クル 縫い が で きま す 。 


殺人 う うく?) 


マジ ックス テッ チ の 名 称 


: 放 チャッ サザ サ の 羨 り けつ 和久 許 導 


2 が 83・ 4 ・5 は 、 模 様 縫い の 状態 に お い 
UE て 、1 周二 る 問 に 模様 を 疑う 数 を 示し 


= 


ジグ ザ グ 幅 固定 の 場合 


サイ クル 縫い を 

する と き の 注 意 一 一 
1. マジ ックス テッ チ を 使用 中 、 
: 針 に が は すれ だ た だ り . ご 押え "が 
凍 る ん だり 上 しない よう 、 あ ら 
か じ め 締 め ね じ を ね じ 回 し で 
し っ か り 締 め つ け て お きま す 。 


. 縫 い 始 め 、 縫 い 終 わり は 、 止 


め 縫 いい の 替わり と し て 上 上 糸 を 
布地 の 下 に 出し 、 上 糸 と 下 系 
を 結び ます 。 


再度 アジ ックス テッ チ を お 買 


ks 藤 め いた だ くく と きき は 、 コ ン 
> ルレ DX 用 と ご 指定 下さ い 。 


⑦7 ベ ペー ジ 委 照 > 


立 ミ シン を つぎ の よう に セッ ト し て 縫い ます と 刺 し ゅ う が で きま す 。 


洋 服 ・ 和 服 な ど に あし ら え ば 豪華 さき が 加 わり ます 。 


何 も 取 り 付 け 


な いこ と ⑦⑰7 ベ ペー ジ 参 照 > 


※ 押 え 上 げ は 必ず 下ろ し て 下さ い 。 


刺し ゅ う を する と き の 注 意 

1. 図 案 全 体 を 刺し 埋め る の で 、 系 調子 を 上 ・ 下 糸 共 ゆ 
る くし 、 刺 し 目 の す き 間 が な く 、 糸 が 薄く 平ら に か 
か る よう に 刺し ます 。 


2. 図 和 失 に よっ て と くに と が っ た と ころ や 、 細 い 部 分 を 
刺す よう な 場合 は 、 ジ グ ザ グ 幅 を 0 一 5 の 範囲 に 操 
作 し な が ら 刺 し ます 。 

3. 写 実 的 な 図案 を 刺す 場合 は 、 針 足 の 方 向 を あら か じ 
め 考 えて 刺し ます 。 


福 ジ グ ザ グ 幅 を 「0」 に し て 、5 一 6 針 下 め 縫 支 刺 し ゅ う 枠 を 横 に 動か し て 、 全 体 を 整え な が 


MK > ら す きま な く 刺 し 埋め て いき ます 。 
ジグザグ 幅 を 「3 一 5 」 に 固定 し て 、 図 案 の 葵 ジグザグ 幅 を 「0」 に し て 、5 一 6 針 、 最 後 
りん か く を と り ま す 。 の 刺し 目 に 治っ て 止め 縫い を し ます 。 


員 楽し い 実 用 作品 宰 


多 %9@99506⑯99999 人 00969998990699698989%9990609990606699906999069969606096999606069959809999899 


隊 あ な た の 装い は プラ ザー ホー ム ソ ー イ ング パタ ー ン で ………… 


語 粗 ち 目 か が り 
縫い し ろ は ジグ ザ グ ミ シン で し まつ を すれ ば 簡単 に 


グ ア ポ ーー ポラ バン イン ググ ダー デシ を 使う で 図 の よ 
な 作 前 を つく つて の まし た 。 ジグザグ ミシン シュ 1 

合 で こん な に いろ いろ を な 縫い 方 が で き て 本 当 に 便 

利 で す 。 

さあ 、 ジ グ ザ グミ シン を 使っ て いろ いろ な た だ た の し 

い 作品 を つく っ て み ま し ょ う 。 


で き 上 り ます PF すす すす で 


伸縮 性 の ある 布地 や ほ 


つれ や すい 布地 の 場合 


ボタ ン 穴 か が り 


縫い し ろ は ジグ ザ 
グミ シン で し まつ 
を すれ ば 簡単 に で 
き 上 り 


vV vy Y ヽ い 


@9 ボ タン 付け 


\ ょ \ 
生 


か ん ぬき ど め 


"一 雌 - 内 一 京 一 有一 欠 ー 
ハハ ババ 


U 
し 


| 


A A A A A A 


WDMN7 い 7M7 き 7 すき 7 りき 


の ノラ ザー ボー クス シー イシ ツ グ 


ジグ ザ グ 和 い 点線 ジグ ザ グ 縫 い の 。 
の 207 人 9 ファ スナ ー 付 け 


押え を と りか えて ファ スナ ー つ け も 簡単 …… 


すそ の まつ り も ミシン で ……… 


量 


すそ の 
まつ り も ミシン で 


伸縮 性 の ある 
布地 の 場合 


ジャ ー マ ン プラ イン ドス テッ チ 


押え を と りか 
えて ファ スナ 
ー つ け も 簡単 


9 人 り ステ ッ チ 


ボ タ ン 穴 か が り 


⑱ ボ タン 付け 


| 


⑱⑮ フ ァ ス ナー 付け 
認 か ん ぬき ど め 


ュー テー こま 
い G 
1 
省 


O】| 


! 
! 
3 プア ンー 


/ 


て 
| , 
! 


認 裁 ち 目 か が り 


ーー 9 まつ り 縫 い 
@ プ ブラザー ホー ム ソ ー イ ング 
2 ウラ シー ツン グー スス みみ テト 


を ブラ ザー ホー ム ソ ー イ ン グ 
204C 多 


バ パターン ・ ワ ン ピ ー ス 109C 金 


Ne ー 


ミシン の 手入れ と 注油 噂 


8999999699999996990699809999996999606000969699999996999999969999969699999969696969699698090996999999 


掃除 と 手入れ 


送り 歯 の 掃除 
次 針 板 と 送り 歯 の 問 は 糸 く ず や ほこ り が た まり や すく 、 い ろ い ろ な 故障 の 原因 に な る 場合 が あり ます の で 、 


つね に 清潔 に し て お きま し ょ う 。 


か るい よごれ は ほ は 、 や わら か い 寺 いた 布 で さい で 下 き 
い 。 ま だ た 、 ひ どい よごれ は 中 性 洗剤 に 浸し た 布 で き 


れい に ぶさ 、 き と っ て 下さ きい 。 


支 押え を 外し 、 図 の よう に 2 本 の 締め ね じ を ゆる め て 、 区 氷 くず や ほこ り が 油 で 固まっ て 取れ な い 場 合 は 、 


上 板 を 外し ます 。 シン ゲラ シル の と が り 記 で 取ら で SN。 
注 2 
上 板 を 取り 付け る と き は 、 必 ず 模 様 表 示 を 。 に 合 
わせ て 下さい 。 8 
5 二 N SN ロイ 9 注 油 
うに し で 下 き We。 
ざ ペペ シ ジ ン 、 み カン ソン リン 、 シ ン ナ ー な ど は 合 動く 部 分 に いつ も 油 が あれ ば ミシン は 軽く 、 静 か に 運転 で き 、 寿 命 も 大 変 長持ち し ます 。 
お の まほ し て NIS 毎 日 1 時 間 位 ご 使用 の 場合 は 、 一 週間 に 1 度 位 、 毎 日 数 時 間 ご 使用 の 場合 に は 毎日 1 回 、 矢 印 の 個所 に 付属 の 
きき. 保管 する と き は 、 で きる だ け 直 射 日 光 を ン ン 油 を 数 適 づつ 注 湯 し て 下さ い 。 
きけ で 下さ きい 。 立 往 油 容 付近 に 付着 し た 油 は 、 布 で きれ い に ぉ ふ 、 ほ き と っ て 下さ い 。 


之 と きど き 上 板 を 取り は ず し (54 ペ ー ジ 参照 ) 上 図 の 個所 に も 往 洒 し て 下 き い 。 


川 川 川 朋 昌 昨 用 四 
ロロ cz 


Ll : 
きど き 上 ぶた を 取り は ず し 右 図 の 個所 に も 注油 し て 


長期 間 使用 し な か っ た 場合 

油 が 固 っ て 、 回 転 が 重 く な る 場合 が あり ます の で 、 
① ベ ンジ ン を 少量 注油 個所 に 差し 、 
⑧ ミ シン に 糸 を か けず に 押え を 上 げ 、 高 速 に 運転 
し 、 古 い 油 を 取り 去っ て か ら 、 
(ミシン 油 を 注油 個所 ( 指 動 部 分 ) 全 部 に 差し ます 。 
④ 次 に 余分 な 油 を ふ 、 き と っ て か ら ご 使用 下さ い 。 


衣 ミ シン の 調子 が 悪い 場合 は 、 ま ず 次 の 原因 を 確 め まし ょ う 。 ミシン の 場合 、 ち ょ っ と し た 使用 上 の 誤り か ら 超 る 原因 が 多い も の で す 。 一 度 そ の 原因 を 確 め 、 処 置 を し て み ま 
し ょ う 。 も し 、 そ れ で も な お ら な い 場 合 は 、 最 寄り の ブラ ザー 販売 店 に お 申し 付け 下さ い 。 


原 
① 送り 歯 が な 下がっ て いる 場合 ドロ ッ プ フィ ー ド 切り 換え て こ 共 生 を 押し て 送り 歯 を 上 げ ま す 。 
| ② 縫い 目 の 長 き が 「0 」 に な っ て いる 場合 必要 な 縫い 日 長 さ に 調節 し ます 。 
|1③ 押え 圧力 調節 レバ ー が 「0」 に な っ て いる 。 押え 圧力 調節 レバ ー を 「1」 ま た は 「2」 に し ます 。 
| ① 和 糸 の か け 方 が 間違っ て いる 場合 正しく か け 直 し ます 。13 ペ ー ジ 参照 


| と っ ャ 必要 ェ ろ に か ら み 会 、 ぇ 坦 ノ 糸 か け 等 に か ら ま っ て いな いか を 確認 し 、 か ら ま っ て いる 場合 は 取り は 
」 ② 糸 カ 必要 以外 の と ころ ! か ら み 合っ て v る 場合 ず し て 正しく か け 直 し ます 。 


」 Pe Se 布地 ・ ミ シン 和 糸 ・ ミ シン 針 の 関係 を よく 確認 の 上 、 つ よ 過 ぎ な いよ う 適 
| ③ 調 子 が 不当 に つよ 過ぎ る 場合 正 を 系 調子 に 調節 し ます 。17・21 ペー ジ 参 照 


_1④ 針 の 取り つけ 方 が 不 完全 な 場合 正しく 取り つけ ます 。 7 ペー ジ 参 照 


AH 二 針 を 取り か えま す 。 
間 人 電 の o(5 肝 プラ ザー ミシン 針 耳 A X 1 を ご 使用 下さ い 。 


、 | ⑥ 針 容 より 太い 糸 を 使用 し た 場合 正しい 組み 合わ せ に し ます 。 17 ペ ー ジ 参照 
| ① 人 針 の 取り つけ 方 が 不 完全 な 場合 正しく 取り つけ ます 。7 ペー ジ 参 照 
| @ 針 が 曲っ て いた り 、 針 先 の つぶ れ て いる 場合 正しい 針 と 取り か えま す 。 7 ペー ジ 参 照 
] ⑧ 布地 ・ ミ シン 糸 ・ ミ シン 針 の 関係 が わる いり 場合 正しい 組み 合わ せ に し ます 。 17 ペ ー ジ 参照 
| ④ 粗悪 な 針 を 使用 し た 場合 プラ ザー ミシン 針 と 取り か えま す 。 


| あ . 灯 い 目 が 飛ぶ 


| ⑨ 和 糸 く ず が 針 板 の 下部 に 付着 し て いる 場合 
| ⑥ 糸 の か け 方 が 問 違っ て いる 場合 
① 針 の 取り つけ 方 が 不 完全 な 場合 


1 < に ョ 枯 っ た 場合 縫い な が ら 布 を つよ く 押 さえ た り 不 当 ! 
が 2 有吉 お の 05 生生 手 は 布地 が 曲 ら な いよ うに そえ る だ け ! 


布地 ・ ミ シン 和 糸 ・ ミ シン 針 の 関係 が わる い 場 合 
針 が 曲っ て いた り 、 針 先 の つぶ れ て いる 場合 
ー 調子 ば ね 締め ね じ し を ゆる め て 調子 を 合わ せま す 。 こ の 場合 、 上 糸 の 調子 
ボビン ケー ス の 調子 ば ね を つよ く 締 め 過 ぎ た 場 合 
呈 . 下 糸 が 切れ る も ゆる め な いと 系 調子 不良 と な り ま すか ら 注 意 し て 下さ い 。 
ボビン ケー ス に 糸 の 通し 方 が 間違っ て いる 場合 正しく か け 直 し ます 。16 ペ ー ジ 参照 


調子 よく 縫 えな い 状 態 開 
旬 . 締 い 目 に 輪 が で きる ① 上 和 糸 、 下 糸 の 調子 が 完全 で な 


① 系 調子 が つよ 過 


プ . 縫い 物 に し わが よる 


② 糸 の か け 方 が 間違っ て いる 場 
①③① 油 が きれ て いる 場合 


ミシン 油 で な を い 油 を 使用 し た 場合 
① スピ ー ド コン トロ ー ル プッ シュ ボタ ン が 押し て な 


〈③ 。 コン トロ ー ル レバ ー を 「ON」 の 位置 に し て か ら 、 
ー ル プッ シュ ボタ ン を 押し た 場合 


天 移 転 な どす る 場合 は …… 

支 家庭 用 交 流 電源 の 国内 周波 数 分 布 は 、 右 図 の よう 
が 、 本 機 は 、 そ れ ぞ れ の 地区 で 正規 の 回 転 数 に な 
あり ます の で 、 そ の まま ご 球 庭 の ラン モン トト に さき 
ば ご 使用 に を れ ま す 。 

も し 、 移 転 を など に より 、 周 波数 の こと な る 地方 で ご 使用 に な る 場合 
0 0 
25) まで すら 


の ー ジ あり 学 が 
よう に 調整 し て 
3 


る 
し 迄 ん で ゆ の だ だ け 


を 縫う 還 上 糸 、 下 糸 と も に 糸 調 子 の で る 男 囲 内 で な 


動く 部 分 に 注油 し ます 。54 ペ ー ジ 参照 

送り 歯 を 掃除 し ます 。 

グラ ザー ミシン 油 を 使用 も て 下さ きい 。 

お 好み の スピ ー ド コン トロ ー ル プッ シュ ボタ ン を 押し て 下さ い 。 
し つけ 縫い 以外 は 、 必 ず し つけ 縫い レバ ー を 上 げ て お いて 下さ い 。 


スピ ー ド コン トロ SR OFF (の 位置 に も ど し て か ら 、 あ ら だ た 


め て 「ON」 に し て 下さ きい 。 


北海 道 
王子 製紙 、、_ チー を ミー 


北海 道 電 カ 
】 ー 紀 


日 本 セメント 


同和 鉱業 
三菱 金属 


富士 製 鉄 
東邦 亜鉛 忠国 中 カ 


八幡 製鉄 重 
力 
2 島根 と 鳥取 ッ の 0 


雪 


[し ] 50Hz 地 区 <50Hz 地 区 に ある 60Hz 需 要 家 
[_ ] 60Hz 地 区 @60Hz 地 る 50Hz 需 要 家 


本 還 較 5OHz、60Hz 混 在 地 


京 あな た の ホー ム ソ ー イ ング を より 楽し くす る …… 
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【 お 近く の 取り 扱い 店 で お 求め くだ さい 】 


人 偶 ITTiuvNNN vyYN く vv 


985828oo8oc898oo8oc82 8oS8oc82 8o<8oc8o 8o<8oc8> 8oo8oc8 


> 


9859828298o28oo8o8o8oc8oc8oc8oo8oc8oc8 6 


9 8oo8oo8oo 


発 ホー ム ソ ー イ (暮し の 中 に 生き る ミシン ) 


し 


( B 5 判 か が り と じ 製 本 283 上 頁 ) 


絹 ミ シン 刺し ゅ う 3 系 


( 堅 富 染 80 番 130 m 巻 80 色 ) 
835o8o8oc8o8oc8oc8c8oc8oo8oc8oo8oc8oo8o8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oc8oc8oc8c8oc85o8oc85o8oc8oo8oc8oc8oo8oo8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oc8oo8o8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oo8oc8oo8oc8oo の 808 の o8c8oo8oc8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oc8oo8oc8oo8oc8oc8oo8o c8oo8oo8oc8oo8oo8o c85o8o 8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oc8o 8oo8oc8oo8oo8oc8oo8o 8oo8oc8oo8oc8oc8oo8o 8oc8o8o 8oo8o 8oo8oc8oc8o8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oc8oo8o 


ジグ ザ グ ミ ン シ 
ン の 縫い に 関 
する ガイ ドブ 
5 グー 


ミシン 刺し ゅ 
うに は か な かせ 
な い 美 し い 色 
調 と つよ さき さ を 
も っ た 正絹 ミ 
シン 刺し ゅ う 
率 で す 。 
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肥 プラ ザー ミシン 刺し ゅ う 全 集 


(B5 章 


/// 


平 つ づり 製本 332 真 ) 


ジン 用 ナイ ロン 透明 糸 


(60 番 500m 巻 白 ) 


吉 プラ ザー ホー ム ソ ー イ ング パタ ー ン 


ば めで て の カ 
で も ミシン 刺 
し ゅ う 技 術 が 
自生 で マダ 
PU ま っ 


| 


編 地 ・ ジ ャ ー る % ミシン 刺し ゅ う 和 
ジー な どの 編 
製 に 伸び る 系 
秀 明 糸 を お 使 
い 下 さい 。 


( 堅 年 染 80 番 130m 巻 


12 色 セッ ント ) 


あな た の ドレ 


SS NIS た 


グル サー ンド アー 
ン を 使っ て ホ 
イン の 
グ を お 楽し み 
くだ さい 。 


豪華 な も の に 


は 正絹 糸 を ご 


利用 下さ い 。 


規 高級 裁 ち ば さ み 
洋裁 ・ 和 裁 に 
最適 な 高級 裁 
ちば さき さ み で す 。 


RE EE お DE 3 種類 も 豊 富 で す 
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(サイ ズ 200mm 、210mm 、240mm 、260mm ) 


喪 自動 ネー ム 刺 し ゅ う 器 "ワン ダー サイ ン " 

の も か 
ん 3 ん に 美 じ 
い ア ノル ファ ベベ 
ント 26 文字 が 
縫 え る 自動 ネ 
ー ム 刺し ゅ う 
融 で す 。 


《 ご 注意 〉 
ZZ3 一 B750 型 ミシン に は 、 
ご 使用 に な れ ま せん 。 


培 紙 切 り ば さ み 


型紙 を 切る の 
に 便利 な 紙 切 
り ば さ み で す 。 

ーーーー ツ mm ツー ニー ニーーー ダ ”「「 

(サイ ズ ・180mm ) 

衣 家族 ミシン 用 ボタ ン 容 か が り 器 
面倒 な ボタ ン 
穴 か が り が 自 
動 的 に 美しく 
で きる 家庭 ミ 
シン 用 ボタ ン 


す 。 


穴 か が り 和 器 で 


誤 ピン キン グ ば さ み 


に 4 < な イチ ) 


布地 の へ り を 
刻み 目 に 切る 
便利 な ピン キ 
ング ば きみ で 
す 。 


その 他 ・ ボ ビン ・ チ ェ 
コ ペ ー バ ミー・ チ ャ コ 
ベル ・ 刺 し ゅ う 用 半 
月 ば さき みな どい ろ い 
ろ あ り ま す 。 


98>80 80o82 98 85082 8098o082 98o98oo82 98298oc8o 98oo8oo8oc8o 868oc8o o8oo8oc8oc8oo8oc8oc8oo8oc8oo8oo8oc8oo8oc8oc8oo8 
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191750 一 0 03 7610① 


BROTHER 


プ ブラ ザー エ エ 業 株 式 会 社 
プラ ザー = 旧 反 売 株 式 会 社 
〒467 名 古屋 市 瑞穂 区 堀田 通 9-35 
TEL 代表 <052> 824 一 2511 


ぐ プ ブラ ザー 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 要望 が ご ざい まし た ら 、 ご 購入 の 販売 店 
文 は 上 記 支 店 へ ご 連絡 下さ い 。 


